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令和６年度一般会計補正予算（第６号・７号・８号・９号）

23億5,816万5千円 《一般会計予算総額》
331億1,682万8千円追加

１２月１７日議決　第７号・９号補正予算の一部を紹介

定住促進事業費の増額
★空き家バンク成約件数や移住者の増加のため

空き家成約奨励金

13万円↑
定住住宅補助金

839万6千円↑
総合計画推進事業の追加
★次期総合計画及び総合戦略の
　作成支援業務を委託

222万8千円

基金運営管理事業の追加
★債権の入替え等により、利子が増加したため
　２基金に積立てを行う

□財政調整基金積立金 990万円↑
□公共施設整備基金積立金1,210万円↑

借入元金償還事業の追加
★市債の繰上償還を行い、持続可能な財政
　構造の確立を図るため

□繰上償還金

11億4,802万円↑
非課税世帯支援給付事業の追加
★住民税非課税世帯に対して、物価高騰による経済的な負担を軽減するために支援給付金を支給する

【給付対象者等】
１世帯あたり３万円を支給
対象世帯：5,700世帯

（子ども加算）
対象世帯の18才以下の子ども
１人あたり２万円を支給
対象児童数：250人   

1億9,218万2千円

台風10号で被災した農地・農業用施設の復旧費用増額
農地193件、施設67件5億円↑

台風10号で被災した林業用施設の復旧費用増額
林道１件6億円↑

台風10号で被災した道路及び河川の復旧費用の増額
道路18件、河川12件2億300万円↑

生活保護費の増額
★生活保護者の高額医療分が増えたため

医療扶助費は、前年比125％増

スポーツ大会等誘致・
開催促進事業委託料増額
★スポーツ大会開催件数増加のため

32万3千円↑ 1億1,345万3千円↑
内山観音周辺観光施設駐車場土地購入の追加

★地権者３名、面積5,008㎡

3,007万3千円

　補
正
予
算
の
一
部
紹
介

▲被災した土地の様子

▲

内
山
駐
車
場

第４回定例会解説
第４回定例会は、11月29日～12月17日に次について審議されました。
　議会は通常年に４回開催され、１２月議会は今年になって４回目の議会なので第４回定例会とい
います。通常の条例改正や補正予算の審議（詳細Ｐ３～４）、常任委員会（付託議案審査Ｐ１４～
１５）の後、閉会日に追加提案された議案を含め、全てが可決され閉会しました。
　また、各常任委員会では、市民と議会の意見交換会で出た意見についての対応についても協議し
結果を議会活性化委員会に提出しました。

・承認（補正予算専決）
・条例改正
・工事請負契約
　（変更契約）
・事務委託の廃止
・公社の解散
・財産の取得
・指定管理者の指定
・補正予算

追加提案された議案１２件
・条例改正　　　　　５件
　人事院勧告等を鑑みた
　職員の給与改定等
・補正予算　　　　　６件
　上記に関係する補正等
・発議　　　　　　　１件
　議会　条例の一部改正

１件
１０件

１件
１６件
１件
１件
２件
５件

議案 48件　承認 1件 　開会日に上程（議事日程に
組み入れて本会議の議案とし
て取り扱う）された案件は
３７件でした。
　閉会日（１２月１７日）
に、国からの交付金「物価高
騰対応重点支援地方創生臨時
交付金」により、支給される
「低所得者支援及び定額減税
補足給付金事業」についての
補正第９号の他、議員発議１
つを含む12案件も提案され
ました。

第４回定例会

園舎の老朽化による新築移転にともない、名称と位置が変更されます。

戸籍等証明書の交付等に係る事務委託を廃止します。
令和８年４月より　現在、姫島村以外の県内１７自治体とお互いに委託契約をしている
　　　　　　　　　戸籍や住民票などの証明書発行事務について終了します。
＊コンビニでの証明書発行や戸籍法改正によりどこの自治体でも発行できるようになるため。

緒方保育園の名称を変更します。
（市幼保連携型認定こども園条例の一部改正）

名称　豊後大野市おがたこども園
場所　豊後大野市緒方町馬場４１番地４

緒方町の市設置浄化槽の使用料金を改定します。
令和７年７月より　個人設置型浄化槽との公平性を確保するため、市（旧緒方町）が設置
　　　　　　　　　した浄化槽の使用料を改定します。
区分

月額使用料 4,100円 4,250円 4,960円 5,400円 6,180円 10,690円 11,650円 3,940円

５人槽 ６人槽 ７人槽 ８人槽 10人槽 21人槽 25人槽 ５人槽
性能評価型＊

＊性能評価型浄化槽とは…浄化槽の性能を評価するための基準や指標に基づいて設計・運用される浄化槽のこと。
　　　　　　　　　　　　効率的に汚水を処理する能力が求められる。

　第
４
回
定
例
会
・
条
例
改
正

▲おがたこども園新園舎（建築中）
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議案質疑
一般会計補正予算第７号

一部を
紹介

　12
月
10
日
に
、
議
案
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
質
問
通
告
を
行

い
、
執
行
部
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
　何
を
委
託
す
る
の
か
。

　
　令
和
６
年
度
は
、
基
礎

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

等
。
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
決
定
す
る
。

　
　令
和
５
年
度
よ
り
金
額

が
増
額
さ
れ
て
い
る
も
の
の

理
由
は
？

　
　13
件
が
増
額
し
て
い
る
。

　物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増

が
原
因
の
も
の
８
件
、
業
務

内
容
の
変
更
に
よ
る
も
の
３

件
、
そ
の
他
２
件
。

　
　贈
呈
す
る
特
産
品
は
？

　
　市
内
の
菓
子
、
加
工

品
、
か
ん
し
ょ
な
ど
。

　
　年
間
の
主
催
者
数
の
想

定
は
？

　
　14
大
会
。
今
後
９
大
会

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　こ
れ
ま
で
の
大
会
の
参

加
者
数
は
？

　
　３
６
８
５
人

　
　事
業
を
活
用
し
て
移
住

さ
れ
た
町
別
数
は
？

　
　三
重
10
件
、
緒
方
２

件
、
朝
地
１
件
、
千
歳
３
件

　
　空
き
家
地
活
用
補
助
金

15
件
の
う
ち
わ
け
は
？

　
　空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

物
件
の
購
入
６
件
で
３
２
０

万
円
、
改
修
９
件
で
４
５
０

万
円
、
世
帯
は
10
世
帯
。

　
　内
山
観
音
周
辺
観
光
施

設
駐
車
場
の
土
地
購
入
の
詳

細
は
？

　
　入
口
大
型
駐
車
場
の
う

ち
５
０
０
８
㎡

　
　
　内
山
地
域
は
、
真
名

野
長
者
伝
説
や
千
体
薬
師
も

あ
る
場
所
で
あ
る
の
で
集
客

の
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

〈
第
93
号
議
案
〉

豊
後
大
野
市
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

合
併
前
の
緒
方
町
に
お
い

て
、
町
が
個
人
宅
に
浄
化

槽
を
設
置
し
て
い
る
事
業

が
あ
り
、
個
人
設
置
型
浄

化
槽
と
の
公
平
性
に
欠
け

て
い
た
こ
と
か
ら
、
使
用

料
を
見
直
す
も
の
。

今
回
の
改
正
で
、
使
用
料

が
増
額
す
る
方
も
あ
る

が
、
市
内
全
域
の
状
況
を

考
え
る
と
し
か
た
な
い
改

正
で
あ
る
。
当
時
６
６
２

世
帯
あ
っ
た
も
の
が
、
現

在
２
３
３
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
個
人
設
置

型
に
移
行
す
る
こ
と
や
、

使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
寄
り
添
っ

て
丁
寧
に
し
て
ほ
し
い
。

全
会
一
致
で
可
決

〈
第
１
１
５
号
議
案
〉

豊
後
大
野
市
関
係
人
口
交

流
拠
点
施
設
（
c
o
c
o

m
i
o
）
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

事
業
成
果
が
出
て
い
な
い
。

関
係
人
口
の
創
出
を
目
的

と
し
て
い
る
が
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
創
業

支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

緒
方
町
の
あ
の
場
所
で
、

事
業
を
よ
く
で
き
て
い

る
。

賛
成
多
数
で
可
決

　議
案
質
疑
の
映
像
は
、

豊
後
大
野
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
、「
議
会
中

継
」
の
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問答問問 答 問答

問答

総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略

策
定
支
援
業
務
委
託
料

観
光
施
設
施
設
整
備
事
業

定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

債
務
負
担
行
為
補
正

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
誘
致
・

開
催
促
進
事
業
委
託
料

問答 答

問答意
見

問答

賛
成

賛
成

反
対

最
終
日
に

　討
論
の
あ
っ
た
議
案
２
つ

　議
案
質
疑

▲真名野長者伝説の文献「内山記」

▲関係人口交流拠点施設「cocomio」

▲特産品を渡す様子

一般質問
という名の
政策提案

川野市長に、ズバッと質問ビシッと提言
11名の議員が登壇

障がいのある人もない人も心豊かに暮らせる豊後大野
市の取組について
本市の救急搬送等について
豊後大野市で学ぶ若者の姿を絶やさない取組について

●高野　辰代（６ページ）

地籍調査について
「健康経営」について
国の指示権拡大について

●佐藤　昭生（６ページ）

高齢者サービスについて
南海トラフ地震対策について

●原田　健蔵（１０ページ）

豊後大野市民病院について
基金の運用について

●赤峰　映洋（６ページ）

市有財産について
新しい農業施策について

●衞藤　竜哉（８ページ）

第３次豊後大野市総合計画策定等について
観光・イベントについて
本市における各種ハラスメントについて

●後藤　雅克（８ページ）

人口減少対策のための企業誘致推進事業予算の大幅拡
充について
支障木伐採事業及び防草コンクリート敷設事業予算の
大幅増額について
直近の新型コロナウイルス対策について
残骨灰の売渡しにかかる一般競争入札の導入について

●春野　慶司（８ページ）

豊後大野市民病院について
悪臭問題について
豊後大野市図書館について
市長の交際費について
ネパール出張について
職員の定着率について

●川野　辰徳（１０ページ）

農地の利用について
市道の維持管理について
市民の歯と口の健康づくりについて

●吉藤　里美（１０ページ）

地域の環境問題について
市営住宅の管理運営について
水道事業について

●穴見　眞児（１２ページ）

災害対策本部について
放課後の児童・生徒の過ごし方について

●嶺　　英治（１２ページ）

　１２月４日、５日、６日に行われた一般質問には１１名の議員が登壇し、地籍調査、市民病院、農業施策、高齢
者サービス、災害対策本部、環境問題など３３項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載している
ＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。

※一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。
　　　　　　  一般質問は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人６０分以内の一問一答方式で行っています。
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議案質疑
一般会計補正予算第７号

一部を
紹介

　12
月
10
日
に
、
議
案
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
質
問
通
告
を
行

い
、
執
行
部
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
　何
を
委
託
す
る
の
か
。

　
　令
和
６
年
度
は
、
基
礎

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

等
。
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
決
定
す
る
。

　
　令
和
５
年
度
よ
り
金
額

が
増
額
さ
れ
て
い
る
も
の
の

理
由
は
？

　
　13
件
が
増
額
し
て
い
る
。

　物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増

が
原
因
の
も
の
８
件
、
業
務

内
容
の
変
更
に
よ
る
も
の
３

件
、
そ
の
他
２
件
。

　
　贈
呈
す
る
特
産
品
は
？

　
　市
内
の
菓
子
、
加
工

品
、
か
ん
し
ょ
な
ど
。

　
　年
間
の
主
催
者
数
の
想

定
は
？

　
　14
大
会
。
今
後
９
大
会

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　こ
れ
ま
で
の
大
会
の
参

加
者
数
は
？

　
　３
６
８
５
人

　
　事
業
を
活
用
し
て
移
住

さ
れ
た
町
別
数
は
？

　
　三
重
10
件
、
緒
方
２

件
、
朝
地
１
件
、
千
歳
３
件

　
　空
き
家
地
活
用
補
助
金

15
件
の
う
ち
わ
け
は
？

　
　空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

物
件
の
購
入
６
件
で
３
２
０

万
円
、
改
修
９
件
で
４
５
０

万
円
、
世
帯
は
10
世
帯
。

　
　内
山
観
音
周
辺
観
光
施

設
駐
車
場
の
土
地
購
入
の
詳

細
は
？

　
　入
口
大
型
駐
車
場
の
う

ち
５
０
０
８
㎡

　
　
　内
山
地
域
は
、
真
名

野
長
者
伝
説
や
千
体
薬
師
も

あ
る
場
所
で
あ
る
の
で
集
客

の
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

〈
第
93
号
議
案
〉

豊
後
大
野
市
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

合
併
前
の
緒
方
町
に
お
い

て
、
町
が
個
人
宅
に
浄
化

槽
を
設
置
し
て
い
る
事
業

が
あ
り
、
個
人
設
置
型
浄

化
槽
と
の
公
平
性
に
欠
け

て
い
た
こ
と
か
ら
、
使
用

料
を
見
直
す
も
の
。

今
回
の
改
正
で
、
使
用
料

が
増
額
す
る
方
も
あ
る

が
、
市
内
全
域
の
状
況
を

考
え
る
と
し
か
た
な
い
改

正
で
あ
る
。
当
時
６
６
２

世
帯
あ
っ
た
も
の
が
、
現

在
２
３
３
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
個
人
設
置

型
に
移
行
す
る
こ
と
や
、

使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
寄
り
添
っ

て
丁
寧
に
し
て
ほ
し
い
。

全
会
一
致
で
可
決

〈
第
１
１
５
号
議
案
〉

豊
後
大
野
市
関
係
人
口
交

流
拠
点
施
設
（
c
o
c
o

m
i
o
）
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

事
業
成
果
が
出
て
い
な
い
。

関
係
人
口
の
創
出
を
目
的

と
し
て
い
る
が
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
創
業

支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

緒
方
町
の
あ
の
場
所
で
、

事
業
を
よ
く
で
き
て
い

る
。

賛
成
多
数
で
可
決

　議
案
質
疑
の
映
像
は
、

豊
後
大
野
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
、「
議
会
中

継
」
の
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問答問問 答 問答

問答

総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略

策
定
支
援
業
務
委
託
料

観
光
施
設
施
設
整
備
事
業

定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

債
務
負
担
行
為
補
正

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
誘
致
・

開
催
促
進
事
業
委
託
料

問答 答

問答意
見

問答

賛
成

賛
成

反
対

最
終
日
に

　討
論
の
あ
っ
た
議
案
２
つ

　議
案
質
疑

▲真名野長者伝説の文献「内山記」

▲関係人口交流拠点施設「cocomio」

▲特産品を渡す様子

一般質問
という名の
政策提案

川野市長に、ズバッと質問ビシッと提言
11名の議員が登壇

障がいのある人もない人も心豊かに暮らせる豊後大野
市の取組について
本市の救急搬送等について
豊後大野市で学ぶ若者の姿を絶やさない取組について

●高野　辰代（６ページ）

地籍調査について
「健康経営」について
国の指示権拡大について

●佐藤　昭生（６ページ）

高齢者サービスについて
南海トラフ地震対策について

●原田　健蔵（１０ページ）

豊後大野市民病院について
基金の運用について

●赤峰　映洋（６ページ）

市有財産について
新しい農業施策について

●衞藤　竜哉（８ページ）

第３次豊後大野市総合計画策定等について
観光・イベントについて
本市における各種ハラスメントについて

●後藤　雅克（８ページ）

人口減少対策のための企業誘致推進事業予算の大幅拡
充について
支障木伐採事業及び防草コンクリート敷設事業予算の
大幅増額について
直近の新型コロナウイルス対策について
残骨灰の売渡しにかかる一般競争入札の導入について

●春野　慶司（８ページ）

豊後大野市民病院について
悪臭問題について
豊後大野市図書館について
市長の交際費について
ネパール出張について
職員の定着率について

●川野　辰徳（１０ページ）

農地の利用について
市道の維持管理について
市民の歯と口の健康づくりについて

●吉藤　里美（１０ページ）

地域の環境問題について
市営住宅の管理運営について
水道事業について

●穴見　眞児（１２ページ）

災害対策本部について
放課後の児童・生徒の過ごし方について

●嶺　　英治（１２ページ）

　１２月４日、５日、６日に行われた一般質問には１１名の議員が登壇し、地籍調査、市民病院、農業施策、高齢
者サービス、災害対策本部、環境問題など３３項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載している
ＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。

※一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。
　　　　　　  一般質問は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人６０分以内の一問一答方式で行っています。
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　令
和
６
年
４
月
か
ら
「
合
理
的
配
慮
」
が
民
間
事
業

者
に
も
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
で
相
談
は
あ
る

か
。　現

時
点
で
の
市
へ
の
相
談
は
な
い
。

　
　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
は
し
て

い
る
か
。

　ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　９
月
23
日
の
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
の
取
組
予

定
は
。

　周
知
啓
発
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　「や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
に
つ
い
て

　市
職
員
の
学
習
会
か
ら
取
り
組
む
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
本
市
の
取
組
は

今
後
も
合
理
的
配
慮
の
重
要
性
を
広

く
周
知
す
る

　
　救
急
車
を
利
用
せ
ず
、
家
族
で
搬
送
で
き
る
場
合
の

搬
送
先
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
番
医
の
掲
載
も
あ
る
が
、
厚
生
労

働
省
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
ナ
ビ
ィ
）
で
確
認
で
き
る
。

　
　救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
か
迷
う
と
き
の
対
応

は
。　消

防
本
部
の
通
信
員
が
対
応
で
き
る
。
総
務
省
消
防
庁

が
作
成
し
た
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
（
愛
称
「
Q

助
」
）
も
あ
る
。

　
　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
緊
急
時
に
す
ぐ
わ
か

る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
か
。

　お
お
い
た
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
地
図
上
に
表
示
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
　令
和
５
年
度
末
時
点
で
、
全
国
の
地
籍
調
査
の
進
捗

率
は
53
％
、
大
分
県
は
65
％
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
進

捗
状
況
と
地
籍
測
量
の
効
率
化
に
つ
い
て
。

　本
市
の
進
捗
率
は
51
・
47
％
。
山
間
部
の
調
査
は
、
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
新
手
法
が

「
航
測
法
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
本
市
で
も
導
入
し

て
い
る
。

　
　森
林
環
境
贈
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
境
界
明
確
化

の
事
業
を
先
に
行
い
、
成
果
を
活
用
し
て
地
籍
調
査
を
実

施
し
た
ほ
う
が
有
益
で
は
な
い
か
。

　明
確
化
事
業
を
先
行
し
て
実
施
し
、
そ
の
後
に
地
籍
調

査
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
、
事
業
推
進
や
個
人
の
森
林

活
用
、
さ
ら
に
土
地
利
用
に
お
い
て
高
い
効
率
性
を
実
現

で
き
る
と
考
え
る
。

　
　大
分
県
が
認
定
す
る
「
健
康
経
営
事
業
所
」
は
市
内

に
何
か
所
あ
る
か
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
が
創
設
し
た

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
は
市
内
に
何
か
所
あ
る
か
。

　令
和
６
年
３
月
末
時
点
で
、
市
内
の
34
事
業
所
が
県
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
創
設
の
法
人
認
定
は
な

い
。
本
市
は
、
令
和
６
年
度
県
の
「
健
康
経
営
事
業
所
」

の
登
録
を
申
請
し
て
い
る
。

　
　人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、
地
域

病
院
が
地
域
住
民
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
の
提
供
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　当
院
の
主
な
役
割
は
、
急
性
期
医
療
を
担
う
こ
と
だ
と

捉
え
て
い
る
。
地
域
住
民
は
、
高
齢
者
が
多
く
、
何
ら
か

の
病
気
を
抱
え
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
こ
と
や
、
骨
折

な
ど
で
急
に
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

幅
広
い
医
療
提
供
に
取
り
組
む
。

　
　市
長
は
令
和
６
年
に
、
新
た
に
３
つ
の
特
定
目
的
基

金
を
設
置
し
た
。「
豊
後
大
野
市
企
業
誘
致
促
進
及
び
工

場
等
創
業
支
援
基
金
」「
豊
後
大
野
市
き
ら
き
ら
子
育
て

ゆ
め
基
金
」「
豊
後
大
野
市
教
育
未
来
ゆ
め
基
金
」。
こ
の

創
設
し
た
基
金
は
、
今
後
ど
う
い
っ
た
事
業
に
活
用
し
、

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

　企
業
誘
致
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
推
進
し
、
雇
用
の
創
出
や
産
業
振
興
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。
子
育
て
基
金
と
教
育
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
更
に
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
子
育
て

や
教
育
に
関
し
、
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
政

策
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
子
育
て
、
教
育
の
基
金
を
統

合
、
拡
充
し
た
。

問問答答

市
民
病
院
の
自
治
体
病
院
と
し
て
の

責
務
は

民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
な

医
療
に
取
り
組
む

問問答答

地
籍
調
査
に
つ
い
て

期
間
の
短
縮
に
向
け
て
取
り
組
む

問問答答

問問

問問

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

病
院
長

市
長

問総
務
課
長

問問問消
防
長

問消
防
長

問消
防
長 本

市
の
救
急
搬
送
等
に
つ
い
て

「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て

特
定
目
的
基
金
の
運
用
は

問農
林
整
備
課
長

問農
林
整
備
課
長

＊

＊合理的配慮…障がい者が社会参加や職業生活を
　　　　　　　円滑に行うために必要な配慮。

＊

＊特定目的基金…地方公共団体が特定の目的のために設ける基金。

＊

＊

＊リモートセンシング…地球やその周辺の環境を遠隔から観測する技術。主に、人工衛星や
　　　　　　　　　　　航空機などが搭載している測定器を用いて行われる。

＊航測法…航空機やドローンなどの空中から地表を観測し、
　　　　　地形や土地利用、環境などの情報を収集する手法。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／高野　辰代
た か の　　た つ よ
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和
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年
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月
か
ら
「
合
理
的
配
慮
」
が
民
間
事
業

者
に
も
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
で
相
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は
あ
る

か
。　現

時
点
で
の
市
へ
の
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は
な
い
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　ヘ
ル
プ
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か
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、
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で
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の
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の
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の
取
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予
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は
。
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発
に
つ
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て
検
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る
。

　
　「や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
に
つ
い
て

　市
職
員
の
学
習
会
か
ら
取
り
組
む
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
本
市
の
取
組
は

今
後
も
合
理
的
配
慮
の
重
要
性
を
広

く
周
知
す
る

　
　救
急
車
を
利
用
せ
ず
、
家
族
で
搬
送
で
き
る
場
合
の

搬
送
先
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
番
医
の
掲
載
も
あ
る
が
、
厚
生
労

働
省
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
ナ
ビ
ィ
）
で
確
認
で
き
る
。

　
　救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
か
迷
う
と
き
の
対
応

は
。　消

防
本
部
の
通
信
員
が
対
応
で
き
る
。
総
務
省
消
防
庁

が
作
成
し
た
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
（
愛
称
「
Q

助
」
）
も
あ
る
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の
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所
に
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て
緊
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時
に
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ぐ
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　令
和
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年
度
末
時
点
で
、
全
国
の
地
籍
調
査
の
進
捗

率
は
53
％
、
大
分
県
は
65
％
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
進

捗
状
況
と
地
籍
測
量
の
効
率
化
に
つ
い
て
。

　本
市
の
進
捗
率
は
51
・
47
％
。
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の
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は
、
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を
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用
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た
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率
的
な
新
手
法
が
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航
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と
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、
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で
も
導
入
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。
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を
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化
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を
先
に
行
い
、
成
果
を
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し
て
地
籍
調
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を
実
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し
た
ほ
う
が
有
益
で
は
な
い
か
。

　明
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化
事
業
を
先
行
し
て
実
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し
、
そ
の
後
に
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籍
調

査
が
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が
れ
る
こ
と
で
、
事
業
推
進
や
個
人
の
森
林
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、
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ら
に
土
地
利
用
に
お
い
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高
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効
率
性
を
実
現

で
き
る
と
考
え
る
。
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分
県
が
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」
は
市
内

に
何
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。
ま
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、
経
済
産
業
省
が
創
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優
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法
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に
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が
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れ
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の
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に
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後
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に
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の
主
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役
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は
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と
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。
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は
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、
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と
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、
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が
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が
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や
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、
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と
教
育
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
更
に
需
要
が
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こ
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が
予
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的
な
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の
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と
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）

▲

「
健
康
経
営
」
ポ
ス
タ
ー

▲

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
　令
和
６
年
４
月
か
ら
「
合
理
的
配
慮
」
が
民
間
事
業

者
に
も
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
で
相
談
は
あ
る

か
。　現

時
点
で
の
市
へ
の
相
談
は
な
い
。

　
　ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
は
し
て

い
る
か
。

　ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　９
月
23
日
の
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
の
取
組
予

定
は
。

　周
知
啓
発
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　「や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
に
つ
い
て

　市
職
員
の
学
習
会
か
ら
取
り
組
む
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
本
市
の
取
組
は

今
後
も
合
理
的
配
慮
の
重
要
性
を
広

く
周
知
す
る

　
　救
急
車
を
利
用
せ
ず
、
家
族
で
搬
送
で
き
る
場
合
の

搬
送
先
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
番
医
の
掲
載
も
あ
る
が
、
厚
生
労

働
省
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
ナ
ビ
ィ
）
で
確
認
で
き
る
。

　
　救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
か
迷
う
と
き
の
対
応

は
。　消

防
本
部
の
通
信
員
が
対
応
で
き
る
。
総
務
省
消
防
庁

が
作
成
し
た
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
（
愛
称
「
Q

助
」
）
も
あ
る
。

　
　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
緊
急
時
に
す
ぐ
わ
か

る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
か
。

　お
お
い
た
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
地
図
上
に
表
示
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
　令
和
５
年
度
末
時
点
で
、
全
国
の
地
籍
調
査
の
進
捗

率
は
53
％
、
大
分
県
は
65
％
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
進

捗
状
況
と
地
籍
測
量
の
効
率
化
に
つ
い
て
。

　本
市
の
進
捗
率
は
51
・
47
％
。
山
間
部
の
調
査
は
、
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
新
手
法
が

「
航
測
法
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
本
市
で
も
導
入
し

て
い
る
。

　
　森
林
環
境
贈
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
境
界
明
確
化

の
事
業
を
先
に
行
い
、
成
果
を
活
用
し
て
地
籍
調
査
を
実

施
し
た
ほ
う
が
有
益
で
は
な
い
か
。

　明
確
化
事
業
を
先
行
し
て
実
施
し
、
そ
の
後
に
地
籍
調

査
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
、
事
業
推
進
や
個
人
の
森
林

活
用
、
さ
ら
に
土
地
利
用
に
お
い
て
高
い
効
率
性
を
実
現

で
き
る
と
考
え
る
。

　
　大
分
県
が
認
定
す
る
「
健
康
経
営
事
業
所
」
は
市
内

に
何
か
所
あ
る
か
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
が
創
設
し
た

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
は
市
内
に
何
か
所
あ
る
か
。

　令
和
６
年
３
月
末
時
点
で
、
市
内
の
34
事
業
所
が
県
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
創
設
の
法
人
認
定
は
な

い
。
本
市
は
、
令
和
６
年
度
県
の
「
健
康
経
営
事
業
所
」

の
登
録
を
申
請
し
て
い
る
。

　
　人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、
地
域

病
院
が
地
域
住
民
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
の
提
供
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　当
院
の
主
な
役
割
は
、
急
性
期
医
療
を
担
う
こ
と
だ
と

捉
え
て
い
る
。
地
域
住
民
は
、
高
齢
者
が
多
く
、
何
ら
か

の
病
気
を
抱
え
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
こ
と
や
、
骨
折

な
ど
で
急
に
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

幅
広
い
医
療
提
供
に
取
り
組
む
。

　
　市
長
は
令
和
６
年
に
、
新
た
に
３
つ
の
特
定
目
的
基

金
を
設
置
し
た
。「
豊
後
大
野
市
企
業
誘
致
促
進
及
び
工

場
等
創
業
支
援
基
金
」「
豊
後
大
野
市
き
ら
き
ら
子
育
て

ゆ
め
基
金
」「
豊
後
大
野
市
教
育
未
来
ゆ
め
基
金
」。
こ
の

創
設
し
た
基
金
は
、
今
後
ど
う
い
っ
た
事
業
に
活
用
し
、

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

　企
業
誘
致
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
推
進
し
、
雇
用
の
創
出
や
産
業
振
興
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。
子
育
て
基
金
と
教
育
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
更
に
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
子
育
て

や
教
育
に
関
し
、
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
政

策
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
子
育
て
、
教
育
の
基
金
を
統

合
、
拡
充
し
た
。

問問答答

市
民
病
院
の
自
治
体
病
院
と
し
て
の

責
務
は

民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
な

医
療
に
取
り
組
む

問問答答

地
籍
調
査
に
つ
い
て

期
間
の
短
縮
に
向
け
て
取
り
組
む

問問答答

問問

問問

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

病
院
長

市
長

問総
務
課
長

問問問消
防
長

問消
防
長

問消
防
長 本

市
の
救
急
搬
送
等
に
つ
い
て

「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て

特
定
目
的
基
金
の
運
用
は

問農
林
整
備
課
長

問農
林
整
備
課
長

＊

＊合理的配慮…障がい者が社会参加や職業生活を
　　　　　　　円滑に行うために必要な配慮。

＊

＊特定目的基金…地方公共団体が特定の目的のために設ける基金。

＊

＊

＊リモートセンシング…地球やその周辺の環境を遠隔から観測する技術。主に、人工衛星や
　　　　　　　　　　　航空機などが搭載している測定器を用いて行われる。

＊航測法…航空機やドローンなどの空中から地表を観測し、
　　　　　地形や土地利用、環境などの情報を収集する手法。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／高野　辰代
た か の　　た つ よ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／佐藤　昭生
さ と う　　あ き お

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／赤峰　映洋
あかみね　　てるひろ

議員
（創生会）

▲豊後大野市民病院

▲

全
国
救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Ｑ
助
」）（
総
務
省
消
防
庁
）

▲

「
健
康
経
営
」
ポ
ス
タ
ー

▲

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
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　市
営
住
宅
を
は
じ
め
、
老
朽
化
等
の
事
情
は
あ
る

が
、
手
付
か
ず
の
物
件
、
土
地
等
が
多
い
。
あ
ら
ゆ
る
市

有
財
産
の
積
極
的
な
活
用
が
必
要
だ
が
考
え
を
伺
う
。

　普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、
利
用
の
見
込
み
が
な
け
れ
ば

売
却
す
る
か
譲
渡
す
る
か
等
、
庁
内
協
議
し
方
向
性
を
定

め
る
。
旧
俚
楽
の
郷
伝
承
館
・
旧
清
川
支
所
跡
地
・
旧
大

恩
寺
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
協
議
検
討
中
で
あ
る
。

　
　市
内
の
集
落
営
農
法
人
が
最
近
、
崩
壊
の
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
聞
く
。
農
家
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
の
深

刻
さ
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
農
業
施
策

の
大
き
な
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え
を
伺
う
。

市
有
財
産
の
管
理
、
今
後
の
進
展
に

つ
い
て

未
利
用
財
産
の
売
却
や
貸
付
け
等
に

よ
る
利
活
用
を
促
進
す
る

　集
落
営
農
法
人
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
対
策
を
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
高
齢
化
や
農
業
離
れ
に
よ
る
農
業
従
事
者

の
減
少
は
大
変
深
刻
で
あ
り
、
遊
休
農
地
の
解
消
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
農
業
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
農
地
の
有

効
利
用
及
び
利
用
の
最
適
化
に
努
め
る
。

　
　数
十
年
前
に
比
べ
、
ど
こ
の
自
治
会
も
道
路
愛
護

デ
ー
の
出
席
者
の
減
少
、
高
齢
化
は
深
刻
で
す
。
右
記
予

算
を
大
幅
に
増
額
し
て
自
治
会
員
の
負
担
を
軽
減
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

　支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
は
92
件
、
１

７
９
５
万
円
の
交
付
を
し
た
。
今
後
も
地
域
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。
防
草
コ
ン
ク

リ
ー
ト
敷
設
工
事
は
、
自
治
会
の
要
望
に
応
じ
て
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
要
望
に
応
じ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　臼
杵
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了
し
た
と
聞
い

た
。
先
行
で
実
施
し
て
い
る
大
分
市
の
市
長
に
一
般
競
争

入
札
導
入
後
の
評
価
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
し
て

よ
か
っ
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
当
市
も
一
刻
も
早

く
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　こ
の
度
、
臼
杵
市
に
お
い
て
野
津
町
区
域
を
対
象
と
し

た
残
骨
灰
の
取
扱
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了

し
た
の
で
、
今
後
、
臼
杵
市
と
の
事
務
協
議
を
行
い
、
本

市
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
。

　地
域
振
興
と
市
全
体
の
魅
力
増
進
を
目
的
に
、
市
内
各

地
で
実
施
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
振
興
事
業
に
対

し
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
交
付
や
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

の
応
援
職
員
の
派
遣
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
っ
て
い

る
。　

　応
援
職
員
の
派
遣
は
、
実
行
委
員
会
が
依
頼
す
れ
ば

で
き
る
の
か
。

　可
能
な
限
り
検
討
す
る
。

　
　名
称
が
変
更
に
な
っ
た
豊
後
大
野
市
観
光
協
会
と
の

関
わ
り
に
変
更
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　令
和
６
年
６
月
25
日
の
社
員
総
会
で
の
承
認
を
経
て

「
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
」
か
ら
、「
豊
後
大
野
市
観
光

協
会
」
へ
と
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
観
光
協
会
は
、
市
が

行
う
観
光
行
政
の
一
翼
を
担
う
実
働
組
織
で
あ
り
、
地
域

の
観
光
資
源
の
開
発
や
情
報
発
信
、
観
光
客
の
誘
致
、
地

域
住
民
と
の
連
携
な
ど
、
観
光
振
興
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
存
在
と
考
え
る
。
引
き
続
き
市
と
観
光
協
会
が
連
携

し
て
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
豊
後
大
野
市
づ

く
り
を
め
ざ
す
。

問問答答

市
観
光
協
会
と
の
連
携
は

引
き
続
き
一
体
感
を
も
っ
て
取
り
組

む

問問答答

支
障
木
伐
採
事
業・防
草
コ
ン
ク
リ
ー

ト
敷
設
事
業
予
算
の
大
幅
増
額
を

要
望
に
応
じ
て
事
業
を
進
め
る

問問答答

問問

問問問

財
政
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

問環
境
衛
生
課
長

新
し
い
農
業
施
策
に
つ
い
て

問総
務
企
画
統
括
理
事

残
骨
灰
の
売
渡
し
に
か
か
る
一
般
競
争

入
札
の
導
入
に
つ
い
て

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／春野　慶司
は る の　　け い し

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／後藤　雅克
ご と う　　まさかつ

議員
（新政会）

▲今後JR三重町駅で運営される観光交流センター（仮称）のまちなかハブ

▲旧俚楽の郷伝承館（緒方町）

▲

防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　敷
設
工
事（
着
工
前
）

▲
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　敷
設
工
事（
完
成
）

　
　市
営
住
宅
を
は
じ
め
、
老
朽
化
等
の
事
情
は
あ
る

が
、
手
付
か
ず
の
物
件
、
土
地
等
が
多
い
。
あ
ら
ゆ
る
市

有
財
産
の
積
極
的
な
活
用
が
必
要
だ
が
考
え
を
伺
う
。

　普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、
利
用
の
見
込
み
が
な
け
れ
ば

売
却
す
る
か
譲
渡
す
る
か
等
、
庁
内
協
議
し
方
向
性
を
定

め
る
。
旧
俚
楽
の
郷
伝
承
館
・
旧
清
川
支
所
跡
地
・
旧
大

恩
寺
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
協
議
検
討
中
で
あ
る
。

　
　市
内
の
集
落
営
農
法
人
が
最
近
、
崩
壊
の
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
聞
く
。
農
家
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
の
深

刻
さ
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
農
業
施
策

の
大
き
な
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え
を
伺
う
。

市
有
財
産
の
管
理
、
今
後
の
進
展
に

つ
い
て

未
利
用
財
産
の
売
却
や
貸
付
け
等
に

よ
る
利
活
用
を
促
進
す
る

　集
落
営
農
法
人
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
対
策
を
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
高
齢
化
や
農
業
離
れ
に
よ
る
農
業
従
事
者

の
減
少
は
大
変
深
刻
で
あ
り
、
遊
休
農
地
の
解
消
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
農
業
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
農
地
の
有

効
利
用
及
び
利
用
の
最
適
化
に
努
め
る
。

　
　数
十
年
前
に
比
べ
、
ど
こ
の
自
治
会
も
道
路
愛
護

デ
ー
の
出
席
者
の
減
少
、
高
齢
化
は
深
刻
で
す
。
右
記
予

算
を
大
幅
に
増
額
し
て
自
治
会
員
の
負
担
を
軽
減
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

　支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
は
92
件
、
１

７
９
５
万
円
の
交
付
を
し
た
。
今
後
も
地
域
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。
防
草
コ
ン
ク

リ
ー
ト
敷
設
工
事
は
、
自
治
会
の
要
望
に
応
じ
て
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
要
望
に
応
じ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　臼
杵
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了
し
た
と
聞
い

た
。
先
行
で
実
施
し
て
い
る
大
分
市
の
市
長
に
一
般
競
争

入
札
導
入
後
の
評
価
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
し
て

よ
か
っ
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
当
市
も
一
刻
も
早

く
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　こ
の
度
、
臼
杵
市
に
お
い
て
野
津
町
区
域
を
対
象
と
し

た
残
骨
灰
の
取
扱
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了

し
た
の
で
、
今
後
、
臼
杵
市
と
の
事
務
協
議
を
行
い
、
本

市
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
。

　地
域
振
興
と
市
全
体
の
魅
力
増
進
を
目
的
に
、
市
内
各

地
で
実
施
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
振
興
事
業
に
対

し
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
交
付
や
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

の
応
援
職
員
の
派
遣
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
っ
て
い

る
。　

　応
援
職
員
の
派
遣
は
、
実
行
委
員
会
が
依
頼
す
れ
ば

で
き
る
の
か
。

　可
能
な
限
り
検
討
す
る
。

　
　名
称
が
変
更
に
な
っ
た
豊
後
大
野
市
観
光
協
会
と
の

関
わ
り
に
変
更
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　令
和
６
年
６
月
25
日
の
社
員
総
会
で
の
承
認
を
経
て

「
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
」
か
ら
、「
豊
後
大
野
市
観
光

協
会
」
へ
と
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
観
光
協
会
は
、
市
が

行
う
観
光
行
政
の
一
翼
を
担
う
実
働
組
織
で
あ
り
、
地
域

の
観
光
資
源
の
開
発
や
情
報
発
信
、
観
光
客
の
誘
致
、
地

域
住
民
と
の
連
携
な
ど
、
観
光
振
興
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
存
在
と
考
え
る
。
引
き
続
き
市
と
観
光
協
会
が
連
携

し
て
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
豊
後
大
野
市
づ

く
り
を
め
ざ
す
。
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市
観
光
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会
と
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連
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は
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一
体
感
を
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予
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の
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幅
増
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を

要
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じ
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を
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画
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残
骨
灰
の
売
渡
し
に
か
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る
一
般
競
争

入
札
の
導
入
に
つ
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　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／春野　慶司
は る の　　け い し

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／後藤　雅克
ご と う　　まさかつ

議員
（新政会）

▲今後JR三重町駅で運営される観光交流センター（仮称）のまちなかハブ

▲旧俚楽の郷伝承館（緒方町）
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ト
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着
工
前
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工
事（
完
成
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ら
れ
る
よ
う
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。
防
草
コ
ン
ク

リ
ー
ト
敷
設
工
事
は
、
自
治
会
の
要
望
に
応
じ
て
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
要
望
に
応
じ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　臼
杵
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了
し
た
と
聞
い

た
。
先
行
で
実
施
し
て
い
る
大
分
市
の
市
長
に
一
般
競
争

入
札
導
入
後
の
評
価
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
し
て

よ
か
っ
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
当
市
も
一
刻
も
早

く
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　こ
の
度
、
臼
杵
市
に
お
い
て
野
津
町
区
域
を
対
象
と
し

た
残
骨
灰
の
取
扱
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了

し
た
の
で
、
今
後
、
臼
杵
市
と
の
事
務
協
議
を
行
い
、
本

市
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
。

　地
域
振
興
と
市
全
体
の
魅
力
増
進
を
目
的
に
、
市
内
各

地
で
実
施
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
振
興
事
業
に
対

し
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
交
付
や
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

の
応
援
職
員
の
派
遣
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
っ
て
い

る
。　

　応
援
職
員
の
派
遣
は
、
実
行
委
員
会
が
依
頼
す
れ
ば

で
き
る
の
か
。

　可
能
な
限
り
検
討
す
る
。

　
　名
称
が
変
更
に
な
っ
た
豊
後
大
野
市
観
光
協
会
と
の

関
わ
り
に
変
更
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　令
和
６
年
６
月
25
日
の
社
員
総
会
で
の
承
認
を
経
て

「
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
」
か
ら
、「
豊
後
大
野
市
観
光

協
会
」
へ
と
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
観
光
協
会
は
、
市
が

行
う
観
光
行
政
の
一
翼
を
担
う
実
働
組
織
で
あ
り
、
地
域

の
観
光
資
源
の
開
発
や
情
報
発
信
、
観
光
客
の
誘
致
、
地

域
住
民
と
の
連
携
な
ど
、
観
光
振
興
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
存
在
と
考
え
る
。
引
き
続
き
市
と
観
光
協
会
が
連
携

し
て
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
豊
後
大
野
市
づ

く
り
を
め
ざ
す
。

問問答答

市
観
光
協
会
と
の
連
携
は

引
き
続
き
一
体
感
を
も
っ
て
取
り
組

む

問問答答

支
障
木
伐
採
事
業・防
草
コ
ン
ク
リ
ー

ト
敷
設
事
業
予
算
の
大
幅
増
額
を

要
望
に
応
じ
て
事
業
を
進
め
る

問問答答

問問

問問問

財
政
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

問環
境
衛
生
課
長

新
し
い
農
業
施
策
に
つ
い
て

問総
務
企
画
統
括
理
事

残
骨
灰
の
売
渡
し
に
か
か
る
一
般
競
争

入
札
の
導
入
に
つ
い
て

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／春野　慶司
は る の　　け い し

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／後藤　雅克
ご と う　　まさかつ

議員
（新政会）

▲今後JR三重町駅で運営される観光交流センター（仮称）のまちなかハブ

▲旧俚楽の郷伝承館（緒方町）

▲

防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　敷
設
工
事（
着
工
前
）

▲
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　敷
設
工
事（
完
成
）
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　避
難
所
で
の
仮
設
ト
イ
レ
対
策
は

　災
害
時
に
必
要
な
ト
イ
レ
は
、
仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト

イ
レ
、
携
帯
ト
イ
レ
等
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
断
水

発
生
を
考
慮
し
洋
式
便
器
や
バ
ケ
ツ
に
袋
を
掛
け
、
用
を

足
し
た
後
、
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え
る
ご
み
と
す
る
携
帯

ト
イ
レ
を
主
に
備
蓄
。
備
蓄
数
は
、
１
万
１
７
０
０
回
分

を
確
保
、
県
が
定
め
る
基
準
の
約
２
倍
の
数
で
あ
る
。

　
　避
難
所
運
営
と
手
順
に
つ
い
て

　地
震
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
市
内
全
域

に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
避
難
所
の
開
設
を
実
施
。
運
営

は
、
毎
年
４
月
に
任
命
す
る
避
難
所
配
備
職
員
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
行
い
、
長
期
化
の
場
合
は
、
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
意
見
調
整
や
ル
ー
ル
作
り
を
実
施
。

　
　避
難
所
で
の
災
害
関
連
死
防
止
対
策
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

避
難
者
の
要
望
等
や
意
見
の
調
整
、

ル
ー
ル
づ
く
り
等
を
行
う

　関
連
死
の
原
因
は
、
避
難
所
生
活
で
の
心
労
や
身
体
的

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
臓
器
機
能
不
全
、
栄
養
障
害
、

持
病
や
負
傷
箇
所
の
悪
化
、
初
期
治
療
の
遅
れ
等
が
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
空
調
設
備
の
環
境
整
備
も
重
要
と
考

え
、
調
査
を
実
施
中
。
身
体
や
心
の
不
調
を
抱
え
る
方
を

早
期
に
把
握
、
対
応
す
る
た
め
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
避

難
所
の
見
回
り
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
等
に
派
遣
要
請

し
、
必
要
な
医
療
施
設
や
福
祉
施
設
に
繋
げ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　平
成
27
年
、
そ
し
て
令
和
３
年
と
医
療
過
誤
が
起
き

て
い
る
。
１
２
０
０
万
円
の
支
払
い
を
知
っ
た
が
、
医
療

法
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
た
の
か
、
議
員
は
そ
の
流
れ
を
確

認
し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
は
示
さ
れ
た
の
か
、
求
償
権

は
ど
う
な
る
か
等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
が
、
ど
う
お
考
え

か
伺
う
。

　発
覚
後
た
だ
ち
に
、
院
内
の
医
療
安
全
部
門
で
情
報
の

収
集
と
分
析
等
を
実
施
し
、
内
部
調
査
委
員
会
で
弁
護
士

等
を
交
え
て
真
相
究
明
を
行
っ
た
。
当
院
が
医
療
過
誤
を

起
こ
し
た
こ
と
を
認
定
す
る
内
容
で
、
再
発
防
止
策
も
対

処
し
た
。
ご
遺
族
に
は
調
査
結
果
後
に
説
明
を
行
っ
て
、

当
院
が
損
害
賠
償
額
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
を
し
た
。
そ

の
よ
う
な
経
緯
も
踏
ま
え
、
本
件
は
国
の
医
療
事
故
調

査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
は
し
て
い
な
い
。
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
後
の
担
当
医
に
よ
る
読
影

チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
見
直
し
、
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規

定
し
て
い
る
。
求
償
権
の
行
使
は
、
病
院
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
不
備
に
よ
り
招
い
た
医
療
過
誤
の
た

め
、
行
使
す
る
考
え
は
な
い
。
当
時
、
市
長
に
も
報
告
し

て
い
る
。

　
　こ
の
て
ん
末
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　本
件
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、
処

理
し
て
い
る
。

　
　市
道
の
延
長
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
多
く
の
自
治
会

は
過
疎
・
高
齢
化
で
草
刈
り
作
業
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
道
路
愛
護
作
業
補
助
金
の

対
象
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

　市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
草
刈
り
作
業
を
行
う
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
作

業
中
の
事
故
や
怪
我
に
備
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
す
る
た
め
の
条
件
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
内
容
も
含
め
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
検
討
す
る
。

　
　農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規
就
農
の
促
進
、
遊
休

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
農
地
を

貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
を
登
録
し
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　農
地
中
間
管
理
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
大
分
県
農
業
農
村
振
興
公
社
を
通
じ
、
農
地
の
貸
し

借
り
が
行
わ
れ
、
７
５
３
・
２
㌶
と
県
内
２
位
の
集
積
面

積
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
の
出
し
手
、
受

け
手
の
意
向
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問問答答

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に

検
討
す
る

問問答答

豊
後
大
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

求
償
権
を
行
使
す
る
考
え
は
な
い

問問答答

問

問問

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

建
設
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

問市
長

問総
務
企
画
統
括
理
事

問

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

問市
民
病
院
事
務
長

＊

＊農地中間管理事業…農地の効率的な利用を促進し、農業経営の安定化を図るために設けられた
　　　　　　　　　　制度。農地の集約や集積化を進めることを目的としている。

＊

＊求償権…他人のために弁済したものがその他人に対して持つ返還請求権。第三者との法律関係が
　　　　　一応確定した後に、そこから生じる不公平を内部的に精算する場合に用いられる。

＊

＊

＊DMAT…災害時の急性期（発災から４８時間以内）に
　　　　　活動を開始できるよう訓練された医療チーム。

＊DWAT…災害時における、長期避難者の生活機能の低下や要介護度の重度化など二次被害防止のため、一般避難所で災害時要配慮者
　　　　　（高齢者や障がい者、子ども等）に対する福祉支援を行う民間の福祉専門職で構成するチーム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の　　たつのり

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／吉藤　里美
よしふじ　　さ と み

議員
（新政会）

▲大分県・豊肥地区総合防災訓練（令和６年９月29日）

▲医療安全管理対策マニュアル（表紙）

▲ボランティア団体「秋葉ビーバー隊」の草刈りの様子

　
　避
難
所
で
の
仮
設
ト
イ
レ
対
策
は

　災
害
時
に
必
要
な
ト
イ
レ
は
、
仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト

イ
レ
、
携
帯
ト
イ
レ
等
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
断
水

発
生
を
考
慮
し
洋
式
便
器
や
バ
ケ
ツ
に
袋
を
掛
け
、
用
を

足
し
た
後
、
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え
る
ご
み
と
す
る
携
帯

ト
イ
レ
を
主
に
備
蓄
。
備
蓄
数
は
、
１
万
１
７
０
０
回
分

を
確
保
、
県
が
定
め
る
基
準
の
約
２
倍
の
数
で
あ
る
。

　
　避
難
所
運
営
と
手
順
に
つ
い
て

　地
震
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
市
内
全
域

に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
避
難
所
の
開
設
を
実
施
。
運
営

は
、
毎
年
４
月
に
任
命
す
る
避
難
所
配
備
職
員
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
行
い
、
長
期
化
の
場
合
は
、
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
意
見
調
整
や
ル
ー
ル
作
り
を
実
施
。

　
　避
難
所
で
の
災
害
関
連
死
防
止
対
策
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

避
難
者
の
要
望
等
や
意
見
の
調
整
、

ル
ー
ル
づ
く
り
等
を
行
う

　関
連
死
の
原
因
は
、
避
難
所
生
活
で
の
心
労
や
身
体
的

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
臓
器
機
能
不
全
、
栄
養
障
害
、

持
病
や
負
傷
箇
所
の
悪
化
、
初
期
治
療
の
遅
れ
等
が
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
空
調
設
備
の
環
境
整
備
も
重
要
と
考

え
、
調
査
を
実
施
中
。
身
体
や
心
の
不
調
を
抱
え
る
方
を

早
期
に
把
握
、
対
応
す
る
た
め
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
避

難
所
の
見
回
り
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
等
に
派
遣
要
請

し
、
必
要
な
医
療
施
設
や
福
祉
施
設
に
繋
げ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　平
成
27
年
、
そ
し
て
令
和
３
年
と
医
療
過
誤
が
起
き

て
い
る
。
１
２
０
０
万
円
の
支
払
い
を
知
っ
た
が
、
医
療

法
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
た
の
か
、
議
員
は
そ
の
流
れ
を
確

認
し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
は
示
さ
れ
た
の
か
、
求
償
権

は
ど
う
な
る
か
等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
が
、
ど
う
お
考
え

か
伺
う
。

　発
覚
後
た
だ
ち
に
、
院
内
の
医
療
安
全
部
門
で
情
報
の

収
集
と
分
析
等
を
実
施
し
、
内
部
調
査
委
員
会
で
弁
護
士

等
を
交
え
て
真
相
究
明
を
行
っ
た
。
当
院
が
医
療
過
誤
を

起
こ
し
た
こ
と
を
認
定
す
る
内
容
で
、
再
発
防
止
策
も
対

処
し
た
。
ご
遺
族
に
は
調
査
結
果
後
に
説
明
を
行
っ
て
、

当
院
が
損
害
賠
償
額
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
を
し
た
。
そ

の
よ
う
な
経
緯
も
踏
ま
え
、
本
件
は
国
の
医
療
事
故
調

査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
は
し
て
い
な
い
。
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
後
の
担
当
医
に
よ
る
読
影

チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
見
直
し
、
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規

定
し
て
い
る
。
求
償
権
の
行
使
は
、
病
院
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
不
備
に
よ
り
招
い
た
医
療
過
誤
の
た

め
、
行
使
す
る
考
え
は
な
い
。
当
時
、
市
長
に
も
報
告
し

て
い
る
。

　
　こ
の
て
ん
末
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　本
件
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、
処

理
し
て
い
る
。

　
　市
道
の
延
長
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
多
く
の
自
治
会

は
過
疎
・
高
齢
化
で
草
刈
り
作
業
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
道
路
愛
護
作
業
補
助
金
の

対
象
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

　市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
草
刈
り
作
業
を
行
う
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
作

業
中
の
事
故
や
怪
我
に
備
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
す
る
た
め
の
条
件
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
内
容
も
含
め
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
検
討
す
る
。

　
　農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規
就
農
の
促
進
、
遊
休

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
農
地
を

貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
を
登
録
し
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　農
地
中
間
管
理
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
大
分
県
農
業
農
村
振
興
公
社
を
通
じ
、
農
地
の
貸
し

借
り
が
行
わ
れ
、
７
５
３
・
２
㌶
と
県
内
２
位
の
集
積
面

積
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
の
出
し
手
、
受

け
手
の
意
向
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問問答答

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に

検
討
す
る

問問答答

豊
後
大
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

求
償
権
を
行
使
す
る
考
え
は
な
い

問問答答

問

問問

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

建
設
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

問市
長

問総
務
企
画
統
括
理
事

問

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

問市
民
病
院
事
務
長

＊

＊農地中間管理事業…農地の効率的な利用を促進し、農業経営の安定化を図るために設けられた
　　　　　　　　　　制度。農地の集約や集積化を進めることを目的としている。

＊

＊求償権…他人のために弁済したものがその他人に対して持つ返還請求権。第三者との法律関係が
　　　　　一応確定した後に、そこから生じる不公平を内部的に精算する場合に用いられる。

＊

＊

＊DMAT…災害時の急性期（発災から４８時間以内）に
　　　　　活動を開始できるよう訓練された医療チーム。

＊DWAT…災害時における、長期避難者の生活機能の低下や要介護度の重度化など二次被害防止のため、一般避難所で災害時要配慮者
　　　　　（高齢者や障がい者、子ども等）に対する福祉支援を行う民間の福祉専門職で構成するチーム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の　　たつのり

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／吉藤　里美
よしふじ　　さ と み

議員
（新政会）

▲大分県・豊肥地区総合防災訓練（令和６年９月29日）

▲医療安全管理対策マニュアル（表紙）

▲ボランティア団体「秋葉ビーバー隊」の草刈りの様子
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　避
難
所
で
の
仮
設
ト
イ
レ
対
策
は

　災
害
時
に
必
要
な
ト
イ
レ
は
、
仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト

イ
レ
、
携
帯
ト
イ
レ
等
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
断
水

発
生
を
考
慮
し
洋
式
便
器
や
バ
ケ
ツ
に
袋
を
掛
け
、
用
を

足
し
た
後
、
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え
る
ご
み
と
す
る
携
帯

ト
イ
レ
を
主
に
備
蓄
。
備
蓄
数
は
、
１
万
１
７
０
０
回
分

を
確
保
、
県
が
定
め
る
基
準
の
約
２
倍
の
数
で
あ
る
。

　
　避
難
所
運
営
と
手
順
に
つ
い
て

　地
震
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
市
内
全
域

に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
避
難
所
の
開
設
を
実
施
。
運
営

は
、
毎
年
４
月
に
任
命
す
る
避
難
所
配
備
職
員
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
行
い
、
長
期
化
の
場
合
は
、
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
意
見
調
整
や
ル
ー
ル
作
り
を
実
施
。

　
　避
難
所
で
の
災
害
関
連
死
防
止
対
策
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

避
難
者
の
要
望
等
や
意
見
の
調
整
、

ル
ー
ル
づ
く
り
等
を
行
う

　関
連
死
の
原
因
は
、
避
難
所
生
活
で
の
心
労
や
身
体
的

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
臓
器
機
能
不
全
、
栄
養
障
害
、

持
病
や
負
傷
箇
所
の
悪
化
、
初
期
治
療
の
遅
れ
等
が
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
空
調
設
備
の
環
境
整
備
も
重
要
と
考

え
、
調
査
を
実
施
中
。
身
体
や
心
の
不
調
を
抱
え
る
方
を

早
期
に
把
握
、
対
応
す
る
た
め
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
避

難
所
の
見
回
り
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
等
に
派
遣
要
請

し
、
必
要
な
医
療
施
設
や
福
祉
施
設
に
繋
げ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　平
成
27
年
、
そ
し
て
令
和
３
年
と
医
療
過
誤
が
起
き

て
い
る
。
１
２
０
０
万
円
の
支
払
い
を
知
っ
た
が
、
医
療

法
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
た
の
か
、
議
員
は
そ
の
流
れ
を
確

認
し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
は
示
さ
れ
た
の
か
、
求
償
権

は
ど
う
な
る
か
等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
が
、
ど
う
お
考
え

か
伺
う
。

　発
覚
後
た
だ
ち
に
、
院
内
の
医
療
安
全
部
門
で
情
報
の

収
集
と
分
析
等
を
実
施
し
、
内
部
調
査
委
員
会
で
弁
護
士

等
を
交
え
て
真
相
究
明
を
行
っ
た
。
当
院
が
医
療
過
誤
を

起
こ
し
た
こ
と
を
認
定
す
る
内
容
で
、
再
発
防
止
策
も
対

処
し
た
。
ご
遺
族
に
は
調
査
結
果
後
に
説
明
を
行
っ
て
、

当
院
が
損
害
賠
償
額
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
を
し
た
。
そ

の
よ
う
な
経
緯
も
踏
ま
え
、
本
件
は
国
の
医
療
事
故
調

査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
は
し
て
い
な
い
。
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
後
の
担
当
医
に
よ
る
読
影

チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
見
直
し
、
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規

定
し
て
い
る
。
求
償
権
の
行
使
は
、
病
院
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
不
備
に
よ
り
招
い
た
医
療
過
誤
の
た

め
、
行
使
す
る
考
え
は
な
い
。
当
時
、
市
長
に
も
報
告
し

て
い
る
。

　
　こ
の
て
ん
末
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　本
件
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、
処

理
し
て
い
る
。

　
　市
道
の
延
長
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
多
く
の
自
治
会

は
過
疎
・
高
齢
化
で
草
刈
り
作
業
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
道
路
愛
護
作
業
補
助
金
の

対
象
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

　市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
草
刈
り
作
業
を
行
う
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
作

業
中
の
事
故
や
怪
我
に
備
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
す
る
た
め
の
条
件
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
内
容
も
含
め
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
検
討
す
る
。

　
　農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規
就
農
の
促
進
、
遊
休

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
農
地
を

貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
を
登
録
し
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　農
地
中
間
管
理
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
大
分
県
農
業
農
村
振
興
公
社
を
通
じ
、
農
地
の
貸
し

借
り
が
行
わ
れ
、
７
５
３
・
２
㌶
と
県
内
２
位
の
集
積
面

積
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
の
出
し
手
、
受

け
手
の
意
向
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問問答答

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に

検
討
す
る

問問答答

豊
後
大
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

求
償
権
を
行
使
す
る
考
え
は
な
い

問問答答

問

問問

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

建
設
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

問市
長

問総
務
企
画
統
括
理
事

問

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

問市
民
病
院
事
務
長

＊

＊農地中間管理事業…農地の効率的な利用を促進し、農業経営の安定化を図るために設けられた
　　　　　　　　　　制度。農地の集約や集積化を進めることを目的としている。

＊

＊求償権…他人のために弁済したものがその他人に対して持つ返還請求権。第三者との法律関係が
　　　　　一応確定した後に、そこから生じる不公平を内部的に精算する場合に用いられる。

＊

＊

＊DMAT…災害時の急性期（発災から４８時間以内）に
　　　　　活動を開始できるよう訓練された医療チーム。

＊DWAT…災害時における、長期避難者の生活機能の低下や要介護度の重度化など二次被害防止のため、一般避難所で災害時要配慮者
　　　　　（高齢者や障がい者、子ども等）に対する福祉支援を行う民間の福祉専門職で構成するチーム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の　　たつのり

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／吉藤　里美
よしふじ　　さ と み

議員
（新政会）

▲大分県・豊肥地区総合防災訓練（令和６年９月29日）

▲医療安全管理対策マニュアル（表紙）

▲ボランティア団体「秋葉ビーバー隊」の草刈りの様子

　
　避
難
所
で
の
仮
設
ト
イ
レ
対
策
は

　災
害
時
に
必
要
な
ト
イ
レ
は
、
仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト

イ
レ
、
携
帯
ト
イ
レ
等
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
断
水

発
生
を
考
慮
し
洋
式
便
器
や
バ
ケ
ツ
に
袋
を
掛
け
、
用
を

足
し
た
後
、
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え
る
ご
み
と
す
る
携
帯

ト
イ
レ
を
主
に
備
蓄
。
備
蓄
数
は
、
１
万
１
７
０
０
回
分

を
確
保
、
県
が
定
め
る
基
準
の
約
２
倍
の
数
で
あ
る
。

　
　避
難
所
運
営
と
手
順
に
つ
い
て

　地
震
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
市
内
全
域

に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
避
難
所
の
開
設
を
実
施
。
運
営

は
、
毎
年
４
月
に
任
命
す
る
避
難
所
配
備
職
員
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
行
い
、
長
期
化
の
場
合
は
、
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
意
見
調
整
や
ル
ー
ル
作
り
を
実
施
。

　
　避
難
所
で
の
災
害
関
連
死
防
止
対
策
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

避
難
者
の
要
望
等
や
意
見
の
調
整
、

ル
ー
ル
づ
く
り
等
を
行
う

　関
連
死
の
原
因
は
、
避
難
所
生
活
で
の
心
労
や
身
体
的

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
臓
器
機
能
不
全
、
栄
養
障
害
、

持
病
や
負
傷
箇
所
の
悪
化
、
初
期
治
療
の
遅
れ
等
が
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
空
調
設
備
の
環
境
整
備
も
重
要
と
考

え
、
調
査
を
実
施
中
。
身
体
や
心
の
不
調
を
抱
え
る
方
を

早
期
に
把
握
、
対
応
す
る
た
め
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
避

難
所
の
見
回
り
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
等
に
派
遣
要
請

し
、
必
要
な
医
療
施
設
や
福
祉
施
設
に
繋
げ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　平
成
27
年
、
そ
し
て
令
和
３
年
と
医
療
過
誤
が
起
き

て
い
る
。
１
２
０
０
万
円
の
支
払
い
を
知
っ
た
が
、
医
療

法
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
た
の
か
、
議
員
は
そ
の
流
れ
を
確

認
し
た
の
か
、
再
発
防
止
策
は
示
さ
れ
た
の
か
、
求
償
権

は
ど
う
な
る
か
等
の
ご
意
見
を
頂
い
た
が
、
ど
う
お
考
え

か
伺
う
。

　発
覚
後
た
だ
ち
に
、
院
内
の
医
療
安
全
部
門
で
情
報
の

収
集
と
分
析
等
を
実
施
し
、
内
部
調
査
委
員
会
で
弁
護
士

等
を
交
え
て
真
相
究
明
を
行
っ
た
。
当
院
が
医
療
過
誤
を

起
こ
し
た
こ
と
を
認
定
す
る
内
容
で
、
再
発
防
止
策
も
対

処
し
た
。
ご
遺
族
に
は
調
査
結
果
後
に
説
明
を
行
っ
て
、

当
院
が
損
害
賠
償
額
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
を
し
た
。
そ

の
よ
う
な
経
緯
も
踏
ま
え
、
本
件
は
国
の
医
療
事
故
調

査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
は
し
て
い
な
い
。
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
後
の
担
当
医
に
よ
る
読
影

チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
見
直
し
、
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規

定
し
て
い
る
。
求
償
権
の
行
使
は
、
病
院
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
不
備
に
よ
り
招
い
た
医
療
過
誤
の
た

め
、
行
使
す
る
考
え
は
な
い
。
当
時
、
市
長
に
も
報
告
し

て
い
る
。

　
　こ
の
て
ん
末
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　本
件
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、
処

理
し
て
い
る
。

　
　市
道
の
延
長
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
多
く
の
自
治
会

は
過
疎
・
高
齢
化
で
草
刈
り
作
業
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
道
路
愛
護
作
業
補
助
金
の

対
象
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

　市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
草
刈
り
作
業
を
行
う
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
作

業
中
の
事
故
や
怪
我
に
備
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
す
る
た
め
の
条
件
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
内
容
も
含
め
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
検
討
す
る
。

　
　農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規
就
農
の
促
進
、
遊
休

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
農
地
を

貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
を
登
録
し
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　農
地
中
間
管
理
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
大
分
県
農
業
農
村
振
興
公
社
を
通
じ
、
農
地
の
貸
し

借
り
が
行
わ
れ
、
７
５
３
・
２
㌶
と
県
内
２
位
の
集
積
面

積
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
の
出
し
手
、
受

け
手
の
意
向
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問問答答

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
道
路
愛
護

作
業
補
助
金
の
対
象
に

検
討
す
る

問問答答

豊
後
大
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

求
償
権
を
行
使
す
る
考
え
は
な
い

問問答答

問

問問

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

建
設
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事

問市
長

問総
務
企
画
統
括
理
事

問

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

問市
民
病
院
事
務
長

＊

＊農地中間管理事業…農地の効率的な利用を促進し、農業経営の安定化を図るために設けられた
　　　　　　　　　　制度。農地の集約や集積化を進めることを目的としている。

＊

＊求償権…他人のために弁済したものがその他人に対して持つ返還請求権。第三者との法律関係が
　　　　　一応確定した後に、そこから生じる不公平を内部的に精算する場合に用いられる。

＊

＊

＊DMAT…災害時の急性期（発災から４８時間以内）に
　　　　　活動を開始できるよう訓練された医療チーム。

＊DWAT…災害時における、長期避難者の生活機能の低下や要介護度の重度化など二次被害防止のため、一般避難所で災害時要配慮者
　　　　　（高齢者や障がい者、子ども等）に対する福祉支援を行う民間の福祉専門職で構成するチーム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の　　たつのり

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／吉藤　里美
よしふじ　　さ と み

議員
（新政会）

▲大分県・豊肥地区総合防災訓練（令和６年９月29日）

▲医療安全管理対策マニュアル（表紙）

▲ボランティア団体「秋葉ビーバー隊」の草刈りの様子
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　令
和
６
年
中
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
。　５

月
の
本
部
運
営
訓
練
、
日
向
灘
沖
を
震
源
と
し
た
地

震
、
台
風
10
号
、
９
月
の
大
分
県
・
豊
肥
地
区
防
災
訓
練

の
際
に
設
置
し
た
。

　
　設
置
後
の
課
題
等
の
把
握
は
。

　日
向
灘
沖
地
震
で
は
職
員
向
け
の
お
知
ら
せ
を
市
民
に

誤
発
信
し
た
こ
と
、
訓
練
時
に
は
市
民
向
け
の
お
知
ら
せ

に
誤
字
、
脱
字
が
多
か
っ
た
こ
と
、
台
風
10
号
の
避
難
所

開
設
の
際
に
は
、
市
民
に
誤
解
を
与
え
る
表
現
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

事
案
を
教
訓
に
不
測
の
事
態
に
万
全

を
期
す

　
　放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
量
に
つ
い
て

　需
要
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
来
年
度
、
利
用
で
き
な

い
状
況
が
発
生
す
る
な
ど
の
供
給
量
不
足
が
生
じ
て
い

る
。
現
在
、
受
入
先
の
拡
大
に
向
け
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
た
め
の
居
場
所
確
保
に
努
め
る
。

　
　清
川
町
公
害
対
策
連
絡
協
議
会
と
、
今
後
ど
う
関
わ

る
か
。

　協
議
会
が
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
環
境
衛
生
課
と

清
川
支
所
と
連
携
の
上
、
情
報
提
供
や
情
報
共
有
を
行

い
、
問
題
解
決
に
向
け
支
援
す
る
。

　
　市
営
住
宅
の
管
理
状
況
と
今
後
の
取
組
は

　令
和
６
年
10
月
現
在
、
入
居
戸
数
は
６
５
４
戸
、
政
策

的
空
き
家
は
２
１
２
戸
あ
る
。
今
後
の
県
全
体
で
の
公
営

住
宅
の
必
要
戸
数
が
示
さ
れ
、
令
和
22
年
ま
で
に
２
６
１

戸
削
減
し
７
３
５
戸
の
管
理
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
将
来
人
口
・
世
帯
数
の
動
向
を
見
据
え
、
建
替
や

改
修
、
用
途
廃
止
を
行
い
な
が
ら
適
正
な
管
理
戸
数
に
向

け
取
り
組
む
。

　
　上
水
道
給
水
区
域
内
の
個
人
ま
た
は
共
同
所
有
の
水

道
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　こ
れ
ま
で
、
給
水
区
域
内
で
地
区
水
道
な
ど
が
充
実
し

て
い
る
地
域
で
は
上
水
道
の
ニ
ー
ズ
が
な
か
っ
た
た
め
、

上
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
地
区
水
道

等
設
備
の
新
設
及
び
修
繕
に
対
す
る
補
助
金
制
度
等
の
救

済
措
置
が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
給
水
区

域
内
の
補
助
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問問答答

地
域
の
環
境
問
題
に
つ
い
て

改
善
状
況
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く

問問答答

問総
務
統
括
理
事

総
務
統
括
理
事

問産
業
建
設
統
括
理
事

問生
活
福
祉
統
括
理
事

問

問環
境
衛
生
課
長

問建
設
課
長

放
課
後
の
児
童
・
生
徒
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

わかりにくい議会用語を解説します。
議会用語と議会だよりモニターより寄せられた、わかりにくい用語を抜粋し解説します。

 

自治体デジタルトラン
スフォーメーション
（自治体ＤＸ）
修 正 動 議
上 程
除 斥
進 捗
通 告

定 額 運 用 基 金

定 例 会
動 議

討 論
分 科 会

傍 聴
発 議
本 会 議
臨 時 会

自治体がＩＴやテクノロジーを活用して業務効率化や生産性向上をはかり、住民に対する行政サービスの
維持と向上を目指す取り組みのことです。ＤＸは、直訳すると「デジタルによる変容」です。
現在のアナログ的な体制を改善するために自治体においてＤＸを推進することです。
議会に提出される、原案の内容の修正・変更を求める趣旨の動議です。
議案などを議事日程に組み入れて議題とし、審議の対象とすることです。
審議案件と利害関係がある議員がいるときに公正さを保つため、該当する議員を退席させることです。
進み具合・捗り具合、物事がどの程度うまく（順調に）進んでいるか、という意味で用いられる語です。
本会議で議題とされる案件などについて、議員が発言するときには、事前に議長に発言の内容などを告げ
知らせることです。
特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するための基金です。
豊後大野市では、肉用牛購入資金貸付基金など３基金があります。
定期的に招集される議会のことです。豊後大野市議会は毎年３月、６月、９月及び１２月と定めています。
会議において、予定以外の議題を構成員が提出することです。また、議員から議会に対して又は委員から
委員会に対してなされる提議のことです。
議題になっている議案などについて、採決の前に、議員が賛成、反対の自己の意見を表明することです。
案件を事項別に分割して、審査または調査を分担して行う組織です。
「人口減少対策特別委員会」では各常任委員会を一つの分科会として調査、審査を行ないました。
住民など議員以外の人が、会議の状況を直接見聞きすることです。
議会の会議において、議員が議案を提出することをいいます。
全議員で構成する議会の会議のことで、本会議の議事は議長が主宰し、議場で開かれます。
定例会のほかに、必要に応じ、特定の案件に限って審査するために招集される議会のことです。

委 員 会 付 託
委 員 長 報 告
意 見 書

逸 失 利 益

一 般 質 問

インキュベーション
フ ァ ー ム 事 業
会 派
継 続 審 査

決 算 認 定

減 債 基 金

採 択 ・ 不 採 択

議会が処理もしくは調査すべき事柄または議題となる問題のことをいいます。
委員会で審査や調査を終えた議案などについて、その経過や結果を本会議で議長に報告することです。
公益に関する重要な事項で市だけでは解決できないものに関して、議会の意思を意見書としてまとめ、国
会や関係行政庁に提出し、解決や改善を求める文書のことです。
本来得られるべきであるにもかかわらず、債務不履行や不法行為が生じたことによって得られなくなった
利益のことです。
議員が市政全般にわたり、事務の執行状況や将来の方針などについて報告や説明を求め、質問することで
す。定例会のみ行われます。
ピーマンで農業経営をめざす研修生を受け入れ、営農指導員等の指導で、栽培管理の実践研修、農業簿記
等の農業経営研修を行い、農業起業者の新規就農をめざす事業です。
議会内で結成された同じ考え方、意見を持っているグループです。
会議に提出された議案などについて、会期中に審議を終えることができず、本会議で議決して付託を受け
た委員会が閉会中に引き続き審査を行うことです。
議会が、前年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査し、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認することです。
市債を償還していくための基金であり、一般会計・特別会計から年々一定額の資金が繰り入れられ特別に
管理・運営される基金です。
請願について、審議し賛成のときは採択、反対のときは不採択といい、議会の意思決定のことです。

（※50音順）

＊

＊政策的空き家…政府や地方自治体が特定の政策や施策に基づいて管理・活用を促進する
　　　　　　　　ために位置付けられた空き家。適切な管理や利活用が求められる。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／嶺　　英治
みね　　　　え い じ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／穴見　眞児
あ な み　　し ん じ

議員
（新政会）

　一
般
質
問
・
議
会
用
語
解
説▲放課後等デイサービスなどが実施されている「多機能型元気ハウス」（犬飼町）

▲建設中の市原住宅３期工事

　
　令
和
６
年
中
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
。　５

月
の
本
部
運
営
訓
練
、
日
向
灘
沖
を
震
源
と
し
た
地

震
、
台
風
10
号
、
９
月
の
大
分
県
・
豊
肥
地
区
防
災
訓
練

の
際
に
設
置
し
た
。

　
　設
置
後
の
課
題
等
の
把
握
は
。

　日
向
灘
沖
地
震
で
は
職
員
向
け
の
お
知
ら
せ
を
市
民
に

誤
発
信
し
た
こ
と
、
訓
練
時
に
は
市
民
向
け
の
お
知
ら
せ

に
誤
字
、
脱
字
が
多
か
っ
た
こ
と
、
台
風
10
号
の
避
難
所

開
設
の
際
に
は
、
市
民
に
誤
解
を
与
え
る
表
現
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

事
案
を
教
訓
に
不
測
の
事
態
に
万
全

を
期
す

　
　放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
量
に
つ
い
て

　需
要
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
来
年
度
、
利
用
で
き
な

い
状
況
が
発
生
す
る
な
ど
の
供
給
量
不
足
が
生
じ
て
い

る
。
現
在
、
受
入
先
の
拡
大
に
向
け
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
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た
め
の
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場
所
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保
に
努
め
る
。

　
　清
川
町
公
害
対
策
連
絡
協
議
会
と
、
今
後
ど
う
関
わ

る
か
。
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議
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が
活
動
を
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め
る
に
あ
た
り
、
環
境
衛
生
課
と

清
川
支
所
と
連
携
の
上
、
情
報
提
供
や
情
報
共
有
を
行

い
、
問
題
解
決
に
向
け
支
援
す
る
。

　
　市
営
住
宅
の
管
理
状
況
と
今
後
の
取
組
は

　令
和
６
年
10
月
現
在
、
入
居
戸
数
は
６
５
４
戸
、
政
策

的
空
き
家
は
２
１
２
戸
あ
る
。
今
後
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県
全
体
で
の
公
営

住
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必
要
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数
が
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れ
、
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和
22
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で
に
２
６
１

戸
削
減
し
７
３
５
戸
の
管
理
目
標
が
設
定
さ
れ
て
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る
。

今
後
も
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来
人
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・
世
帯
数
の
動
向
を
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え
、
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や

改
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、
用
途
廃
止
を
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い
な
が
ら
適
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な
管
理
戸
数
に
向

け
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り
組
む
。

　
　上
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道
給
水
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域
内
の
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人
ま
た
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同
所
有
の
水

道
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度
は
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え
ら
れ
な
い
か
。

　こ
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ま
で
、
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水
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内
で
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道
な
ど
が
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い
る
地
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で
は
上
水
道
の
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ー
ズ
が
な
か
っ
た
た
め
、

上
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
地
区
水
道

等
設
備
の
新
設
及
び
修
繕
に
対
す
る
補
助
金
制
度
等
の
救

済
措
置
が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
給
水
区

域
内
の
補
助
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問問答答

地
域
の
環
境
問
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に
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て

改
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状
況
に
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て
注
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て
い
く

問問答答
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統
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事
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括
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事
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業
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統
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理
事
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活
福
祉
統
括
理
事

問

問環
境
衛
生
課
長

問建
設
課
長

放
課
後
の
児
童
・
生
徒
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

わかりにくい議会用語を解説します。
議会用語と議会だよりモニターより寄せられた、わかりにくい用語を抜粋し解説します。

 

自治体デジタルトラン
スフォーメーション
（自治体ＤＸ）
修 正 動 議
上 程
除 斥
進 捗
通 告

定 額 運 用 基 金

定 例 会
動 議

討 論
分 科 会

傍 聴
発 議
本 会 議
臨 時 会

自治体がＩＴやテクノロジーを活用して業務効率化や生産性向上をはかり、住民に対する行政サービスの
維持と向上を目指す取り組みのことです。ＤＸは、直訳すると「デジタルによる変容」です。
現在のアナログ的な体制を改善するために自治体においてＤＸを推進することです。
議会に提出される、原案の内容の修正・変更を求める趣旨の動議です。
議案などを議事日程に組み入れて議題とし、審議の対象とすることです。
審議案件と利害関係がある議員がいるときに公正さを保つため、該当する議員を退席させることです。
進み具合・捗り具合、物事がどの程度うまく（順調に）進んでいるか、という意味で用いられる語です。
本会議で議題とされる案件などについて、議員が発言するときには、事前に議長に発言の内容などを告げ
知らせることです。
特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するための基金です。
豊後大野市では、肉用牛購入資金貸付基金など３基金があります。
定期的に招集される議会のことです。豊後大野市議会は毎年３月、６月、９月及び１２月と定めています。
会議において、予定以外の議題を構成員が提出することです。また、議員から議会に対して又は委員から
委員会に対してなされる提議のことです。
議題になっている議案などについて、採決の前に、議員が賛成、反対の自己の意見を表明することです。
案件を事項別に分割して、審査または調査を分担して行う組織です。
「人口減少対策特別委員会」では各常任委員会を一つの分科会として調査、審査を行ないました。
住民など議員以外の人が、会議の状況を直接見聞きすることです。
議会の会議において、議員が議案を提出することをいいます。
全議員で構成する議会の会議のことで、本会議の議事は議長が主宰し、議場で開かれます。
定例会のほかに、必要に応じ、特定の案件に限って審査するために招集される議会のことです。

委 員 会 付 託
委 員 長 報 告
意 見 書

逸 失 利 益

一 般 質 問

インキュベーション
フ ァ ー ム 事 業
会 派
継 続 審 査

決 算 認 定

減 債 基 金

採 択 ・ 不 採 択

議会が処理もしくは調査すべき事柄または議題となる問題のことをいいます。
委員会で審査や調査を終えた議案などについて、その経過や結果を本会議で議長に報告することです。
公益に関する重要な事項で市だけでは解決できないものに関して、議会の意思を意見書としてまとめ、国
会や関係行政庁に提出し、解決や改善を求める文書のことです。
本来得られるべきであるにもかかわらず、債務不履行や不法行為が生じたことによって得られなくなった
利益のことです。
議員が市政全般にわたり、事務の執行状況や将来の方針などについて報告や説明を求め、質問することで
す。定例会のみ行われます。
ピーマンで農業経営をめざす研修生を受け入れ、営農指導員等の指導で、栽培管理の実践研修、農業簿記
等の農業経営研修を行い、農業起業者の新規就農をめざす事業です。
議会内で結成された同じ考え方、意見を持っているグループです。
会議に提出された議案などについて、会期中に審議を終えることができず、本会議で議決して付託を受け
た委員会が閉会中に引き続き審査を行うことです。
議会が、前年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査し、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認することです。
市債を償還していくための基金であり、一般会計・特別会計から年々一定額の資金が繰り入れられ特別に
管理・運営される基金です。
請願について、審議し賛成のときは採択、反対のときは不採択といい、議会の意思決定のことです。

（※50音順）

＊

＊政策的空き家…政府や地方自治体が特定の政策や施策に基づいて管理・活用を促進する
　　　　　　　　ために位置付けられた空き家。適切な管理や利活用が求められる。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／嶺　　英治
みね　　　　え い じ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／穴見　眞児
あ な み　　し ん じ

議員
（新政会）

　一
般
質
問
・
議
会
用
語
解
説▲放課後等デイサービスなどが実施されている「多機能型元気ハウス」（犬飼町）
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、
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を
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す
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現
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、
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の
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。
子
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た
ち
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安
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で
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を
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町
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対
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連
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と
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今
後
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情
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提
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、
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５
４
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２
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。
今
後
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、
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６
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５
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。
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。
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所
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の
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。
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が
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は
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、
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さ
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。
一
方
で
地
区
水
道

等
設
備
の
新
設
及
び
修
繕
に
対
す
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等
の
救
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措
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。
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水
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わかりにくい議会用語を解説します。
議会用語と議会だよりモニターより寄せられた、わかりにくい用語を抜粋し解説します。
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自治体がＩＴやテクノロジーを活用して業務効率化や生産性向上をはかり、住民に対する行政サービスの
維持と向上を目指す取り組みのことです。ＤＸは、直訳すると「デジタルによる変容」です。
現在のアナログ的な体制を改善するために自治体においてＤＸを推進することです。
議会に提出される、原案の内容の修正・変更を求める趣旨の動議です。
議案などを議事日程に組み入れて議題とし、審議の対象とすることです。
審議案件と利害関係がある議員がいるときに公正さを保つため、該当する議員を退席させることです。
進み具合・捗り具合、物事がどの程度うまく（順調に）進んでいるか、という意味で用いられる語です。
本会議で議題とされる案件などについて、議員が発言するときには、事前に議長に発言の内容などを告げ
知らせることです。
特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するための基金です。
豊後大野市では、肉用牛購入資金貸付基金など３基金があります。
定期的に招集される議会のことです。豊後大野市議会は毎年３月、６月、９月及び１２月と定めています。
会議において、予定以外の議題を構成員が提出することです。また、議員から議会に対して又は委員から
委員会に対してなされる提議のことです。
議題になっている議案などについて、採決の前に、議員が賛成、反対の自己の意見を表明することです。
案件を事項別に分割して、審査または調査を分担して行う組織です。
「人口減少対策特別委員会」では各常任委員会を一つの分科会として調査、審査を行ないました。
住民など議員以外の人が、会議の状況を直接見聞きすることです。
議会の会議において、議員が議案を提出することをいいます。
全議員で構成する議会の会議のことで、本会議の議事は議長が主宰し、議場で開かれます。
定例会のほかに、必要に応じ、特定の案件に限って審査するために招集される議会のことです。

委 員 会 付 託
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意 見 書

逸 失 利 益
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インキュベーション
フ ァ ー ム 事 業
会 派
継 続 審 査

決 算 認 定

減 債 基 金

採 択 ・ 不 採 択

議会が処理もしくは調査すべき事柄または議題となる問題のことをいいます。
委員会で審査や調査を終えた議案などについて、その経過や結果を本会議で議長に報告することです。
公益に関する重要な事項で市だけでは解決できないものに関して、議会の意思を意見書としてまとめ、国
会や関係行政庁に提出し、解決や改善を求める文書のことです。
本来得られるべきであるにもかかわらず、債務不履行や不法行為が生じたことによって得られなくなった
利益のことです。
議員が市政全般にわたり、事務の執行状況や将来の方針などについて報告や説明を求め、質問することで
す。定例会のみ行われます。
ピーマンで農業経営をめざす研修生を受け入れ、営農指導員等の指導で、栽培管理の実践研修、農業簿記
等の農業経営研修を行い、農業起業者の新規就農をめざす事業です。
議会内で結成された同じ考え方、意見を持っているグループです。
会議に提出された議案などについて、会期中に審議を終えることができず、本会議で議決して付託を受け
た委員会が閉会中に引き続き審査を行うことです。
議会が、前年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査し、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認することです。
市債を償還していくための基金であり、一般会計・特別会計から年々一定額の資金が繰り入れられ特別に
管理・運営される基金です。
請願について、審議し賛成のときは採択、反対のときは不採択といい、議会の意思決定のことです。
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＊政策的空き家…政府や地方自治体が特定の政策や施策に基づいて管理・活用を促進する
　　　　　　　　ために位置付けられた空き家。適切な管理や利活用が求められる。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／嶺　　英治
みね　　　　え い じ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／穴見　眞児
あ な み　　し ん じ

議員
（新政会）

　一
般
質
問
・
議
会
用
語
解
説▲放課後等デイサービスなどが実施されている「多機能型元気ハウス」（犬飼町）

▲建設中の市原住宅３期工事

　
　令
和
６
年
中
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
。　５

月
の
本
部
運
営
訓
練
、
日
向
灘
沖
を
震
源
と
し
た
地

震
、
台
風
10
号
、
９
月
の
大
分
県
・
豊
肥
地
区
防
災
訓
練

の
際
に
設
置
し
た
。

　
　設
置
後
の
課
題
等
の
把
握
は
。

　日
向
灘
沖
地
震
で
は
職
員
向
け
の
お
知
ら
せ
を
市
民
に

誤
発
信
し
た
こ
と
、
訓
練
時
に
は
市
民
向
け
の
お
知
ら
せ

に
誤
字
、
脱
字
が
多
か
っ
た
こ
と
、
台
風
10
号
の
避
難
所

開
設
の
際
に
は
、
市
民
に
誤
解
を
与
え
る
表
現
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

事
案
を
教
訓
に
不
測
の
事
態
に
万
全

を
期
す

　
　放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
量
に
つ
い
て

　需
要
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
来
年
度
、
利
用
で
き
な

い
状
況
が
発
生
す
る
な
ど
の
供
給
量
不
足
が
生
じ
て
い

る
。
現
在
、
受
入
先
の
拡
大
に
向
け
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
た
め
の
居
場
所
確
保
に
努
め
る
。

　
　清
川
町
公
害
対
策
連
絡
協
議
会
と
、
今
後
ど
う
関
わ

る
か
。

　協
議
会
が
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
環
境
衛
生
課
と

清
川
支
所
と
連
携
の
上
、
情
報
提
供
や
情
報
共
有
を
行

い
、
問
題
解
決
に
向
け
支
援
す
る
。

　
　市
営
住
宅
の
管
理
状
況
と
今
後
の
取
組
は

　令
和
６
年
10
月
現
在
、
入
居
戸
数
は
６
５
４
戸
、
政
策

的
空
き
家
は
２
１
２
戸
あ
る
。
今
後
の
県
全
体
で
の
公
営

住
宅
の
必
要
戸
数
が
示
さ
れ
、
令
和
22
年
ま
で
に
２
６
１

戸
削
減
し
７
３
５
戸
の
管
理
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
将
来
人
口
・
世
帯
数
の
動
向
を
見
据
え
、
建
替
や

改
修
、
用
途
廃
止
を
行
い
な
が
ら
適
正
な
管
理
戸
数
に
向

け
取
り
組
む
。

　
　上
水
道
給
水
区
域
内
の
個
人
ま
た
は
共
同
所
有
の
水

道
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　こ
れ
ま
で
、
給
水
区
域
内
で
地
区
水
道
な
ど
が
充
実
し

て
い
る
地
域
で
は
上
水
道
の
ニ
ー
ズ
が
な
か
っ
た
た
め
、

上
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
地
区
水
道

等
設
備
の
新
設
及
び
修
繕
に
対
す
る
補
助
金
制
度
等
の
救

済
措
置
が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
給
水
区

域
内
の
補
助
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問問答答

地
域
の
環
境
問
題
に
つ
い
て

改
善
状
況
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く

問問答答

問総
務
統
括
理
事

総
務
統
括
理
事

問産
業
建
設
統
括
理
事

問生
活
福
祉
統
括
理
事

問

問環
境
衛
生
課
長

問建
設
課
長

放
課
後
の
児
童
・
生
徒
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

わかりにくい議会用語を解説します。
議会用語と議会だよりモニターより寄せられた、わかりにくい用語を抜粋し解説します。

 

自治体デジタルトラン
スフォーメーション
（自治体ＤＸ）
修 正 動 議
上 程
除 斥
進 捗
通 告

定 額 運 用 基 金

定 例 会
動 議

討 論
分 科 会

傍 聴
発 議
本 会 議
臨 時 会

自治体がＩＴやテクノロジーを活用して業務効率化や生産性向上をはかり、住民に対する行政サービスの
維持と向上を目指す取り組みのことです。ＤＸは、直訳すると「デジタルによる変容」です。
現在のアナログ的な体制を改善するために自治体においてＤＸを推進することです。
議会に提出される、原案の内容の修正・変更を求める趣旨の動議です。
議案などを議事日程に組み入れて議題とし、審議の対象とすることです。
審議案件と利害関係がある議員がいるときに公正さを保つため、該当する議員を退席させることです。
進み具合・捗り具合、物事がどの程度うまく（順調に）進んでいるか、という意味で用いられる語です。
本会議で議題とされる案件などについて、議員が発言するときには、事前に議長に発言の内容などを告げ
知らせることです。
特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するための基金です。
豊後大野市では、肉用牛購入資金貸付基金など３基金があります。
定期的に招集される議会のことです。豊後大野市議会は毎年３月、６月、９月及び１２月と定めています。
会議において、予定以外の議題を構成員が提出することです。また、議員から議会に対して又は委員から
委員会に対してなされる提議のことです。
議題になっている議案などについて、採決の前に、議員が賛成、反対の自己の意見を表明することです。
案件を事項別に分割して、審査または調査を分担して行う組織です。
「人口減少対策特別委員会」では各常任委員会を一つの分科会として調査、審査を行ないました。
住民など議員以外の人が、会議の状況を直接見聞きすることです。
議会の会議において、議員が議案を提出することをいいます。
全議員で構成する議会の会議のことで、本会議の議事は議長が主宰し、議場で開かれます。
定例会のほかに、必要に応じ、特定の案件に限って審査するために招集される議会のことです。

委 員 会 付 託
委 員 長 報 告
意 見 書

逸 失 利 益

一 般 質 問

インキュベーション
フ ァ ー ム 事 業
会 派
継 続 審 査

決 算 認 定

減 債 基 金

採 択 ・ 不 採 択

議会が処理もしくは調査すべき事柄または議題となる問題のことをいいます。
委員会で審査や調査を終えた議案などについて、その経過や結果を本会議で議長に報告することです。
公益に関する重要な事項で市だけでは解決できないものに関して、議会の意思を意見書としてまとめ、国
会や関係行政庁に提出し、解決や改善を求める文書のことです。
本来得られるべきであるにもかかわらず、債務不履行や不法行為が生じたことによって得られなくなった
利益のことです。
議員が市政全般にわたり、事務の執行状況や将来の方針などについて報告や説明を求め、質問することで
す。定例会のみ行われます。
ピーマンで農業経営をめざす研修生を受け入れ、営農指導員等の指導で、栽培管理の実践研修、農業簿記
等の農業経営研修を行い、農業起業者の新規就農をめざす事業です。
議会内で結成された同じ考え方、意見を持っているグループです。
会議に提出された議案などについて、会期中に審議を終えることができず、本会議で議決して付託を受け
た委員会が閉会中に引き続き審査を行うことです。
議会が、前年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査し、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認することです。
市債を償還していくための基金であり、一般会計・特別会計から年々一定額の資金が繰り入れられ特別に
管理・運営される基金です。
請願について、審議し賛成のときは採択、反対のときは不採択といい、議会の意思決定のことです。

（※50音順）

＊

＊政策的空き家…政府や地方自治体が特定の政策や施策に基づいて管理・活用を促進する
　　　　　　　　ために位置付けられた空き家。適切な管理や利活用が求められる。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／嶺　　英治
みね　　　　え い じ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／穴見　眞児
あ な み　　し ん じ

議員
（新政会）

　一
般
質
問
・
議
会
用
語
解
説▲放課後等デイサービスなどが実施されている「多機能型元気ハウス」（犬飼町）

▲建設中の市原住宅３期工事
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■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　執
行
部
か
ら
、「
豊
後
大

野
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
関
す
る
条
例
第

４
条
の
規
定
に
よ
り
、（
株
）

ホ
ー
ホ
ゥ
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
し
た
い
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。（
期

間
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
）

　当
初
３
年
の
指
定
管
理
期

間
だ
っ
た
と
思
う
が
、
な
ぜ

２
年
に
な
っ
た
の
か
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　現
在
の
指
定
管
理
期
間
は

２
年
半
で
す
。
国
の
交
付
金

が
２
年
間
延
長
に
な
っ
た
こ

と
で
、
そ
の
交
付
金
の
交
付

期
間
を
指
定
管
理
期
間
と
し

ま
す
。

■
豊
後
大
野
市
土
地
開
発
公

社
の
解
散
に
つ
い
て

　「豊
後
大
野
市
土
地
開
発

公
社
を
解
散
し
た
い
。」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

改
正
後
に
見
込
ま
れ
る
使
用

料
収
入
が
１
０
１
０
万
円
前

後
に
な
り
、
３
２
８
万
円
程

度
増
額
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　公
平
性
が
保
た
れ
る
と
い

う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い
の

か
。　今

回
の
料
金
改
定
で
、
緒

方
町
の
市
町
村
設
置
型
浄
化

槽
と
、
そ
れ
以
外
の
浄
化
槽

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
同

じ
く
ら
い
の
料
金
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
豊
肥
環
境
セ
ン

タ
ー
等
と
結
ぶ
維
持
管
理
契

約
以
外
に
、
修
繕
料
な
ど
一

般
管
理
費
の
分
も
年
間
６
千

円
上
乗
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
ほ
ぼ

同
じ
く
ら
い
の
負
担
割
合
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案
９
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
公
社
が
行
っ
て
き

た
事
業
は
や
ら
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　土
地
開
発
公
社
が
行
っ
て

き
た
事
業
が
、
他
事
業
で
も

で
き
る
の
で
、
公
共
用
地
の

取
得
に
伴
う
事
業
に
つ
い
て

は
、
企
業
誘
致
促
進
及
び
創

業
支
援
基
金
を
活
用
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
解
散
の
方
向
を
決
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

■
豊
後
大
野
市
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　「個
人
設
置
型
浄
化
槽
と

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽

の
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い

た
い
。」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　こ
の
使
用
料
の
改
定
で
調

定
額
の
増
減
は
ど
う
な
る
の

か
。　現

在
が
６
８
４
万
円
で
、

問

問問

答

答 答

問答

関
係
人
口
交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
継
続
決
定
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　執
行
部
か
ら
、「
豊
後
大

野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
２
施
設
、
豊
後
大
野
市

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
２
施

設
、
豊
後
大
野
市
指
定
通
所

介
護
事
業
所
４
施
設
、
豊
後

大
野
市
朝
地
憩
い
の
村
１
施

設
、
豊
後
大
野
市
高
齢
者
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
３
施
設
及
び

豊
後
大
野
市
老
人
軽
作
業
所

１
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
豊
後
大

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
し
た
い
。」
と
の
説
明
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

■
豊
後
大
野
市
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　「児
童
扶
養
手
当
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
準

用
し
て
い
る
所
得
制
限
の
規

定
に
つ
い
て
、
所
得
限
度
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

も
園
条
例
の
一
部
改
正
」・

「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」・

「
令
和
６
年
度
豊
後
大
野
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）」・「
豊
後

大
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）」・「
豊
後
大
野
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）」
な
ど
、
審
査
し

ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案

　　24
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

伴
い
、
条
例
を
改
正
し
た

い
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
給

者
が
増
え
、
支
給
総
額
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　受
給
者
は
毎
月
増
減
が
あ

り
、
今
回
限
度
額
が
上
が
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
支

給
額
は
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
収
入
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
支
給
対
象
で
な
く
な
る

家
庭
も
あ
る
の
で
、
支
給
額

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
他
、「
姫
島
村
を
除

く
県
内
の
市
と
町
と
の
証
明

書
等
の
交
付
等
に
係
る
事
務

の
委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

（
第
96
号
議
案
か
ら
第
１
１

１
号
議
案
ま
で
同
じ
内
容
で

す
）」・「
豊
後
大
野
市
災
害

弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」・「
豊
後
大

野
市
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

介
護
13
施
設
、
市
社
協
に
委
託
決
定
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問答

▲朝地憩いの村（朝地町）

　議
会
の
内
部
組
織
と
し

て
、
本
会
議
に
お
け
る
審
議

の
、
予
備
的
審
査
、
調
査
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
委
員

会
の
こ
と
で
す
。

　委
員
会
の
種
類
は
、
議
会

運
営
委
員
会
、
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　常
任
委
員
会
は
、
地
方
公

共
団
体
の
議
会
が
一
定
の
部

門
の
事
務
に
関
す
る
調
査
及

び
議
案
、
請
願
等
の
審
査
を

行
う
た
め
、
条
例
で
定
め
て

常
設
す
る
委
員
会
の
こ
と
で

す
。　豊

後
大
野
市
議
会
で
は
、

総
務
常
任
委
員
会
、
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　今
定
例
会
で
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
総
務

常
任
委
員
会
２
議
案
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
24
議
案
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
９
議

案
で
し
た
。

　議
会
運
営
委
員
会
、
常
任

委
員
会
の
ほ
か
に
、
特
定
事

件
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と
で

す
。（
議
会
活
性
化
委
員

会
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
等
）

委
員
会
と
は

常
任
委
員
会
と
は

特
別
委
員
会
と
は

議　員

〈本会議〉

議会事務局

議　長 副議長
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

「委員会付託」って何？
　たくさんの議案について、各常任委員会に、担
当の分野ごとに調査や審議を任せることを「付
託」といいます。他の委員会の議案について質疑
がある場合は、議案質疑の日の前日正午までに、
議会事務局に質疑を提出することで、付託される
前に、執行部に質問できます。その後、後日の各
委員会で付託された議案について、審議され、委
員会としての可否を決定します。議決の日（閉会
日）に、審議内容を各委員長から報告し、議員全
員の賛否を示して議案が成立等します。

■
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ

い
て

　執
行
部
か
ら
、「
刑
法
等

の
一
部
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
議
会
の
議
決
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正

内
容
は
懲
役
及
び
禁
錮
が
廃

止
さ
れ
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
関
連
字
句

の
改
正
で
す
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　刑
法
等
の
改
正
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。　改

正
の
趣
旨
と
し
て
は
、

刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
者

の
処
遇
及
び
執
行
猶
予
制
度

等
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
懲
役
及
び
禁
錮
を

廃
止
し
て
拘
禁
刑
を
創
設
す

る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
再
犯
防
止
の

観
点
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
度
三
重
町
の
駅
前
駐

車
場
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
の
中
心
部
の
駐
車
場
と

そ
れ
以
外
の
地
域
と
い
う
ふ

う
に
、
大
き
く
２
つ
の
区
分

で
考
え
、
中
心
部
以
外
の
駐

車
場
に
関
し
て
は
料
金
統
一

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案
２
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

■
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　「市
営
駐
車
場
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
料
金
を
見

直
し
た
い
の
で
、
本
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

見
直
し
の
内
容
は
、
定
期
利

用
、
い
わ
ゆ
る
月
極
の
駐
車

料
金
に
つ
い
て
、
自
動
車
の

料
金
を
統
一
す
る
こ
と
。
豊

後
清
川
駅
前
駐
車
場
と
緒
方

駅
前
第
一
駐
車
場
の
み
に
設

定
さ
れ
て
い
た
バ
イ
ク
と
自

転
車
の
区
分
を
廃
止
す
る
こ

と
。
そ
し
て
緒
方
第
二
駐
車

場
を
一
時
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　土
地
は
場
所
に
よ
っ
て
価

値
が
違
う
た
め
、
お
の
ず
と

駐
車
料
金
も
変
わ
っ
て
く

る
。
駐
車
料
金
を
統
一
す
る

の
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

問
題
は
な
い
の
か
。

問

問

答

答

Ｊ
Ｒ
三
重
町
駅
以
外
、
月
極
駐
車
料
金
改
定
。

総
務
常
任
委
員
会

　委
員
会
付
託

▲ＪＲ犬飼駅駐車場
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■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　執
行
部
か
ら
、「
豊
後
大

野
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
関
す
る
条
例
第

４
条
の
規
定
に
よ
り
、（
株
）

ホ
ー
ホ
ゥ
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
し
た
い
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。（
期

間
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
）

　当
初
３
年
の
指
定
管
理
期

間
だ
っ
た
と
思
う
が
、
な
ぜ

２
年
に
な
っ
た
の
か
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　現
在
の
指
定
管
理
期
間
は

２
年
半
で
す
。
国
の
交
付
金

が
２
年
間
延
長
に
な
っ
た
こ

と
で
、
そ
の
交
付
金
の
交
付

期
間
を
指
定
管
理
期
間
と
し

ま
す
。

■
豊
後
大
野
市
土
地
開
発
公

社
の
解
散
に
つ
い
て

　「豊
後
大
野
市
土
地
開
発

公
社
を
解
散
し
た
い
。」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

改
正
後
に
見
込
ま
れ
る
使
用

料
収
入
が
１
０
１
０
万
円
前

後
に
な
り
、
３
２
８
万
円
程

度
増
額
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　公
平
性
が
保
た
れ
る
と
い

う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い
の

か
。　今

回
の
料
金
改
定
で
、
緒

方
町
の
市
町
村
設
置
型
浄
化

槽
と
、
そ
れ
以
外
の
浄
化
槽

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
同

じ
く
ら
い
の
料
金
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
豊
肥
環
境
セ
ン

タ
ー
等
と
結
ぶ
維
持
管
理
契

約
以
外
に
、
修
繕
料
な
ど
一

般
管
理
費
の
分
も
年
間
６
千

円
上
乗
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
ほ
ぼ

同
じ
く
ら
い
の
負
担
割
合
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案
９
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
公
社
が
行
っ
て
き

た
事
業
は
や
ら
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　土
地
開
発
公
社
が
行
っ
て

き
た
事
業
が
、
他
事
業
で
も

で
き
る
の
で
、
公
共
用
地
の

取
得
に
伴
う
事
業
に
つ
い
て

は
、
企
業
誘
致
促
進
及
び
創

業
支
援
基
金
を
活
用
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
解
散
の
方
向
を
決
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

■
豊
後
大
野
市
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　「個
人
設
置
型
浄
化
槽
と

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽

の
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い

た
い
。」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　こ
の
使
用
料
の
改
定
で
調

定
額
の
増
減
は
ど
う
な
る
の

か
。　現

在
が
６
８
４
万
円
で
、

問

問問

答

答 答

問答

関
係
人
口
交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
継
続
決
定
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　執
行
部
か
ら
、「
豊
後
大

野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
２
施
設
、
豊
後
大
野
市

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
２
施

設
、
豊
後
大
野
市
指
定
通
所

介
護
事
業
所
４
施
設
、
豊
後

大
野
市
朝
地
憩
い
の
村
１
施

設
、
豊
後
大
野
市
高
齢
者
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
３
施
設
及
び

豊
後
大
野
市
老
人
軽
作
業
所

１
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
豊
後
大

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
し
た
い
。」
と
の
説
明
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

■
豊
後
大
野
市
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　「児
童
扶
養
手
当
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
準

用
し
て
い
る
所
得
制
限
の
規

定
に
つ
い
て
、
所
得
限
度
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

も
園
条
例
の
一
部
改
正
」・

「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」・

「
令
和
６
年
度
豊
後
大
野
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）」・「
豊
後

大
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）」・「
豊
後
大
野
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）」
な
ど
、
審
査
し

ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案

　　24
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

伴
い
、
条
例
を
改
正
し
た

い
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
給

者
が
増
え
、
支
給
総
額
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　受
給
者
は
毎
月
増
減
が
あ

り
、
今
回
限
度
額
が
上
が
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
支

給
額
は
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
収
入
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
支
給
対
象
で
な
く
な
る

家
庭
も
あ
る
の
で
、
支
給
額

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
他
、「
姫
島
村
を
除

く
県
内
の
市
と
町
と
の
証
明

書
等
の
交
付
等
に
係
る
事
務

の
委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

（
第
96
号
議
案
か
ら
第
１
１

１
号
議
案
ま
で
同
じ
内
容
で

す
）」・「
豊
後
大
野
市
災
害

弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」・「
豊
後
大

野
市
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

介
護
13
施
設
、
市
社
協
に
委
託
決
定
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問答

▲朝地憩いの村（朝地町）

　議
会
の
内
部
組
織
と
し

て
、
本
会
議
に
お
け
る
審
議

の
、
予
備
的
審
査
、
調
査
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
委
員

会
の
こ
と
で
す
。

　委
員
会
の
種
類
は
、
議
会

運
営
委
員
会
、
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　常
任
委
員
会
は
、
地
方
公

共
団
体
の
議
会
が
一
定
の
部

門
の
事
務
に
関
す
る
調
査
及

び
議
案
、
請
願
等
の
審
査
を

行
う
た
め
、
条
例
で
定
め
て

常
設
す
る
委
員
会
の
こ
と
で

す
。　豊

後
大
野
市
議
会
で
は
、

総
務
常
任
委
員
会
、
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　今
定
例
会
で
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
総
務

常
任
委
員
会
２
議
案
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
24
議
案
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
９
議

案
で
し
た
。

　議
会
運
営
委
員
会
、
常
任

委
員
会
の
ほ
か
に
、
特
定
事

件
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と
で

す
。（
議
会
活
性
化
委
員

会
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
等
）

委
員
会
と
は

常
任
委
員
会
と
は

特
別
委
員
会
と
は

議　員

〈本会議〉

議会事務局

議　長 副議長
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

「委員会付託」って何？
　たくさんの議案について、各常任委員会に、担
当の分野ごとに調査や審議を任せることを「付
託」といいます。他の委員会の議案について質疑
がある場合は、議案質疑の日の前日正午までに、
議会事務局に質疑を提出することで、付託される
前に、執行部に質問できます。その後、後日の各
委員会で付託された議案について、審議され、委
員会としての可否を決定します。議決の日（閉会
日）に、審議内容を各委員長から報告し、議員全
員の賛否を示して議案が成立等します。

■
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ

い
て

　執
行
部
か
ら
、「
刑
法
等

の
一
部
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
議
会
の
議
決
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正

内
容
は
懲
役
及
び
禁
錮
が
廃

止
さ
れ
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
関
連
字
句

の
改
正
で
す
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　刑
法
等
の
改
正
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。　改

正
の
趣
旨
と
し
て
は
、

刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
者

の
処
遇
及
び
執
行
猶
予
制
度

等
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
懲
役
及
び
禁
錮
を

廃
止
し
て
拘
禁
刑
を
創
設
す

る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
再
犯
防
止
の

観
点
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
度
三
重
町
の
駅
前
駐

車
場
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
の
中
心
部
の
駐
車
場
と

そ
れ
以
外
の
地
域
と
い
う
ふ

う
に
、
大
き
く
２
つ
の
区
分

で
考
え
、
中
心
部
以
外
の
駐

車
場
に
関
し
て
は
料
金
統
一

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　議
案
２
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

■
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　「市
営
駐
車
場
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
料
金
を
見

直
し
た
い
の
で
、
本
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

見
直
し
の
内
容
は
、
定
期
利

用
、
い
わ
ゆ
る
月
極
の
駐
車

料
金
に
つ
い
て
、
自
動
車
の

料
金
を
統
一
す
る
こ
と
。
豊

後
清
川
駅
前
駐
車
場
と
緒
方

駅
前
第
一
駐
車
場
の
み
に
設

定
さ
れ
て
い
た
バ
イ
ク
と
自

転
車
の
区
分
を
廃
止
す
る
こ

と
。
そ
し
て
緒
方
第
二
駐
車

場
を
一
時
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　土
地
は
場
所
に
よ
っ
て
価

値
が
違
う
た
め
、
お
の
ず
と

駐
車
料
金
も
変
わ
っ
て
く

る
。
駐
車
料
金
を
統
一
す
る

の
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

問
題
は
な
い
の
か
。

問

問

答

答

Ｊ
Ｒ
三
重
町
駅
以
外
、
月
極
駐
車
料
金
改
定
。

総
務
常
任
委
員
会

　委
員
会
付
託

▲ＪＲ犬飼駅駐車場
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令
和
７
年
４
月
の
市
議
会
議

員
選
挙
よ
り
、

　「議
会
だ
よ
り
第
85
号
22

ペ
ー
ジ
（
令
和
６
年
５
月
１

日
発
行
）」
で
報
告
の
と
お

り
、
類
似
団
体
の
定
数
、
本

市
の
人
口
減
少
の
現
況
を
考

慮
し
２
人
減
の
16
人
に
決
定

し
ま
し
た
。

　議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、

一
般
職
員
給
与
の
最
高
額
に

近
づ
け
る
案
、
消
費
者
物
価

指
数
を
参
考
と
す
る
案
、
そ

し
て
九
州
管
内
決
算
規
模
類

似
団
体
（
２
５
０
〜
３
５
０

億
円
）
を
参
考
と
す
る
案
の

３
案
を
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
に
、
提
示
す
る
こ
と
と

し
、
令
和
６
年
３
月
25
日
付

け
で
川
野
市
長
に
要
請
し
ま

し
た
。

　令
和
６
年
10
月
に
豊
後
大

野
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

を
２
回
開
催
し
た
結
果
、
川

野
市
長
よ
り
「
現
状
維
持
と

す
る
。
」
と
の
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　理
由
の
要
旨
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
通
り
で
し
た
。

（
１
）県
内
類
似
団
体
と
の
比

較
に
つ
い
て

　本
市
議
会
議
員
の
報
酬

は
、
県
内
の
類
似
団
体
と
の

比
較
に
お
い
て
、
そ
の
報
酬

が
著
し
く
低
位
で
あ
る
と
は

判
断
し
が
た
い
。

（
２
）な
り
手
不
足
解
消
対
策

に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
に
お
い
て
政

務
活
動
費
及
び
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
制
度
が
確
立
さ
れ

て
お
り
、
な
り
手
不
足
解
消

の
一
定
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
報
酬
の
増
額
が
な

り
手
不
足
の
解
消
に
資
す
る

措
置
と
な
り
得
る
根
拠
が
明

確
で
な
い
。

（
３
）定
数
削
減
に
伴
う
議
員

報
酬
の
増
額
に
つ
い
て

　議
員
定
数
の
適
正
化
を

図
っ
た
措
置
で
あ
り
、
不
要

と
な
っ
た
予
算
は
市
民
の
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
政
策
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）市
民
意
識
に
つ
い
て

　議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査

特
別
委
員
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
回
答
者

の
概
ね
６
割
が
市
議
会
議
員

の
報
酬
を
現
状
維
持
と
す
る

意
見
で
あ
る
。

　８
年
ぶ
り
に
豊
後
大
野
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
開

催
さ
れ
、
慎
重
審
議
い
た
だ

き
ま
し
た
審
議
会
委
員
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　議
員
各
々
は
、
審
議
会
の

示
さ
れ
た
結
果
を
重
く
受
け

止
め
、
改
め
て
社
会
情
勢
を

常
に
意
識
し
な
が
ら
、
市
民

に
対
し
、
矜
持
を
持
ち
確
か

な
職
責
を
果
た
す
姿
を
示
す

試
金
石
と
な
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
の
議
員
報
酬
は
現
状
維
持
。

　
　
　月
27
日
、
豊
後
大
野

　
　
　市
商
工
会
役
員
の

方
々
と
産
業
建
設
常
任
委
員

会
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「
令
和
６
年
度
の
事
業

　説
明
並
び
に
行
政
へ
の

　
　要
望
事
項
に
つ
い
て
」

　本
市
の
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
、
充
実
し
た
意
見
交
換

を
行
い
、
要
望
等
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　以
下
、
主
な
意
見
・
要
望

の
内
容
で
す
。

◇
令
和
６
年
度
事
業
に
つ
い

て　
　
　商
工
会
の
概
要
と
多

彩
な
事
業
展
開

　県
内
17
商
工
会
の
中
で
、

由
布
市
商
工
会
に
次
い
で
当

会
が
２
番
目
の
会
員
数
。
支

所
数
・
職
員
数
は
一
番
多

い
。「
豊
後
大
野
市
商
工
会

に
お
け
る
支
援
体
制
の
あ
り

方
検
討
」
で
は
、
現
在
の
６

支
所
か
ら
３
支
所
に
統
合
す

る
方
針
で
す
。

　各
支
所
の
取
り
組
み
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
は
季
節
毎
に

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
犬
飼
「
小
さ
な

花
火
」
は
、
花
火
業
者
と
青

年
部
共
催
の
取
り
組
み
で
地

域
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
10
月
の
花

火
大
会
の
集
客
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　令
和
６
年
の
三
重
町
花
火

大
会
は
、
経
費
の
高
騰
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
令
和
７

年
の
開
催
に
つ
い
て
は
検
討

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◇
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　
　
　３支
所
統
合
に
向
け
、

改
修
経
費
の
予
算
措
置
を

　大
野
町
・
犬
飼
町
・
緒
方

町
へ
の
３
支
所
統
合
に
伴
い

改
修
予
定
だ
が
、
施
設
の
老

朽
化
が
激
し
い
。
県
の
補
助

は
１
商
工
会
当
た
り
一
律
５

百
万
円
し
か
な
く
、
予
算
的

に
非
常
に
厳
し
い
。

　各
支
所
の
常
駐
職
員
を
３

名
と
し
、
会
員
の
利
便
性
向

上
を
図
る
。
令
和
７
年
５
月

の
総
会
で
決
議
す
る
予
定
。

　市
の
令
和
７
年
度
予
算
で

の
協
力
を
要
望
。

　加
え
て
、
令
和
５
年
度
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
実
施
さ
れ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
、
域
内
消
費
を

喚
起
す
る
た
め
、
事
業
推
進

を
要
望
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
と

し
て　今

回
、
商
工
会
の
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
貴
重
な

ご
意
見
や
要
望
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　商
工
会
の
地
域
振
興
へ
の

参
画
は
、
市
の
活
性
化
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と

も
協
議
を
継
続
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
商
工
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
の
懇
談
会

11意
見

要
望

商
工
業
を
取
り
巻
く
生
の
声
が
聴
け
た
懇
談
会

き
ょ
う
じ

　意
見
交
換
会
・
議
員
報
酬
審
議
結
果

▲意見交換会の様子

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。
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沓
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　義範
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　優治
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　正光
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春
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　慶司

原
田

　健蔵

工
藤

　秀典

高
野
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後
藤

　雅克

嶺

　
　英治

吉
藤

　里美

穴
見

　眞児

新政会

議員名

件　名

会　　派　　名 れいめい会 緑政会 政友会 創生会 無会派
議
決
結
果

議
決
年
月
日

各議員の議案に対する賛否の状況（令和６年第４回定例会）

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第６号）の
専決処分の承認について

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第７号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）
令和6年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第1号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第8号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第2号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第3号）
令和6年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算
（第3号）
令和6年度豊後大野市電気事業特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第9号）

刑法等の一部改正に伴う関係条例の整理について
豊後大野市営駐車場条例の一部改正について
豊後大野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
改正について
豊後大野市旅館営業を目的とした建築の規制に関す
る条例の一部改正について
豊後大野市移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の一部改正について
豊後大野市ひとり親家庭等医療費の助成に関する条
例の一部改正について
豊後大野市幼保連携型認定こども園条例の一部改正
について
豊後大野市公共下水道条例の一部改正について
豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正について
豊後大野市布設工事監督者及び水道技術管理者の資
格等に関する条例の一部改正について
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正について
豊後大野市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部改正について
豊後大野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等
に関する条例の一部改正について
豊後大野市会計年度任用職員の報酬等に関する条例
の一部改正について
豊後大野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について
豊後大野市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正について

工事請負契約の変更契約の締結について
豊後大野市と他市町との証明書等の交付等に係る事
務の委託の廃止について（16案件）
豊後大野市土地開発公社の解散について
財産の取得について
公の施設の指定管理者の指定について
公の施設の指定管理者の指定について

承認

補正予算

条例の一部改正等

一般

11月29日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日
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12月17日
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令
和
７
年
４
月
の
市
議
会
議

員
選
挙
よ
り
、

　「議
会
だ
よ
り
第
85
号
22

ペ
ー
ジ
（
令
和
６
年
５
月
１

日
発
行
）」
で
報
告
の
と
お

り
、
類
似
団
体
の
定
数
、
本

市
の
人
口
減
少
の
現
況
を
考

慮
し
２
人
減
の
16
人
に
決
定

し
ま
し
た
。

　議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、

一
般
職
員
給
与
の
最
高
額
に

近
づ
け
る
案
、
消
費
者
物
価

指
数
を
参
考
と
す
る
案
、
そ

し
て
九
州
管
内
決
算
規
模
類

似
団
体
（
２
５
０
〜
３
５
０

億
円
）
を
参
考
と
す
る
案
の

３
案
を
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
に
、
提
示
す
る
こ
と
と

し
、
令
和
６
年
３
月
25
日
付

け
で
川
野
市
長
に
要
請
し
ま

し
た
。

　令
和
６
年
10
月
に
豊
後
大

野
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

を
２
回
開
催
し
た
結
果
、
川

野
市
長
よ
り
「
現
状
維
持
と

す
る
。
」
と
の
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　理
由
の
要
旨
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
通
り
で
し
た
。

（
１
）県
内
類
似
団
体
と
の
比

較
に
つ
い
て

　本
市
議
会
議
員
の
報
酬

は
、
県
内
の
類
似
団
体
と
の

比
較
に
お
い
て
、
そ
の
報
酬

が
著
し
く
低
位
で
あ
る
と
は

判
断
し
が
た
い
。

（
２
）な
り
手
不
足
解
消
対
策

に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
に
お
い
て
政

務
活
動
費
及
び
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
制
度
が
確
立
さ
れ

て
お
り
、
な
り
手
不
足
解
消

の
一
定
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
報
酬
の
増
額
が
な

り
手
不
足
の
解
消
に
資
す
る

措
置
と
な
り
得
る
根
拠
が
明

確
で
な
い
。

（
３
）定
数
削
減
に
伴
う
議
員

報
酬
の
増
額
に
つ
い
て

　議
員
定
数
の
適
正
化
を

図
っ
た
措
置
で
あ
り
、
不
要

と
な
っ
た
予
算
は
市
民
の
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
政
策
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）市
民
意
識
に
つ
い
て

　議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査

特
別
委
員
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
回
答
者

の
概
ね
６
割
が
市
議
会
議
員

の
報
酬
を
現
状
維
持
と
す
る

意
見
で
あ
る
。

　８
年
ぶ
り
に
豊
後
大
野
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
開

催
さ
れ
、
慎
重
審
議
い
た
だ

き
ま
し
た
審
議
会
委
員
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　議
員
各
々
は
、
審
議
会
の

示
さ
れ
た
結
果
を
重
く
受
け

止
め
、
改
め
て
社
会
情
勢
を

常
に
意
識
し
な
が
ら
、
市
民

に
対
し
、
矜
持
を
持
ち
確
か

な
職
責
を
果
た
す
姿
を
示
す

試
金
石
と
な
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
の
議
員
報
酬
は
現
状
維
持
。

　
　
　月
27
日
、
豊
後
大
野

　
　
　市
商
工
会
役
員
の

方
々
と
産
業
建
設
常
任
委
員

会
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「
令
和
６
年
度
の
事
業

　説
明
並
び
に
行
政
へ
の

　
　要
望
事
項
に
つ
い
て
」

　本
市
の
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
、
充
実
し
た
意
見
交
換

を
行
い
、
要
望
等
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　以
下
、
主
な
意
見
・
要
望

の
内
容
で
す
。

◇
令
和
６
年
度
事
業
に
つ
い

て　
　
　商
工
会
の
概
要
と
多

彩
な
事
業
展
開

　県
内
17
商
工
会
の
中
で
、

由
布
市
商
工
会
に
次
い
で
当

会
が
２
番
目
の
会
員
数
。
支

所
数
・
職
員
数
は
一
番
多

い
。「
豊
後
大
野
市
商
工
会

に
お
け
る
支
援
体
制
の
あ
り

方
検
討
」
で
は
、
現
在
の
６

支
所
か
ら
３
支
所
に
統
合
す

る
方
針
で
す
。

　各
支
所
の
取
り
組
み
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
は
季
節
毎
に

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
犬
飼
「
小
さ
な

花
火
」
は
、
花
火
業
者
と
青

年
部
共
催
の
取
り
組
み
で
地

域
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
10
月
の
花

火
大
会
の
集
客
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　令
和
６
年
の
三
重
町
花
火

大
会
は
、
経
費
の
高
騰
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
令
和
７

年
の
開
催
に
つ
い
て
は
検
討

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◇
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　
　
　３支
所
統
合
に
向
け
、

改
修
経
費
の
予
算
措
置
を

　大
野
町
・
犬
飼
町
・
緒
方

町
へ
の
３
支
所
統
合
に
伴
い

改
修
予
定
だ
が
、
施
設
の
老

朽
化
が
激
し
い
。
県
の
補
助

は
１
商
工
会
当
た
り
一
律
５

百
万
円
し
か
な
く
、
予
算
的

に
非
常
に
厳
し
い
。

　各
支
所
の
常
駐
職
員
を
３

名
と
し
、
会
員
の
利
便
性
向

上
を
図
る
。
令
和
７
年
５
月

の
総
会
で
決
議
す
る
予
定
。

　市
の
令
和
７
年
度
予
算
で

の
協
力
を
要
望
。

　加
え
て
、
令
和
５
年
度
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
実
施
さ
れ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
、
域
内
消
費
を

喚
起
す
る
た
め
、
事
業
推
進

を
要
望
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
と

し
て　今

回
、
商
工
会
の
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
貴
重
な

ご
意
見
や
要
望
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　商
工
会
の
地
域
振
興
へ
の

参
画
は
、
市
の
活
性
化
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と

も
協
議
を
継
続
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
商
工
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
の
懇
談
会

11意
見

要
望

商
工
業
を
取
り
巻
く
生
の
声
が
聴
け
た
懇
談
会

き
ょ
う
じ

　意
見
交
換
会
・
議
員
報
酬
審
議
結
果

▲意見交換会の様子

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。

川
野

　辰徳

衞
藤

　竜哉

赤
峰

　映洋

佐
藤

　辰己

小
野

　順一

沓
掛

　義範

川
野

　優治

首
藤

　正光

佐
藤

　昭生

春
野

　慶司

原
田

　健蔵

工
藤

　秀典

高
野

　辰代

後
藤

　雅克

嶺

　
　英治

吉
藤

　里美

穴
見

　眞児

新政会

議員名

件　名

会　　派　　名 れいめい会 緑政会 政友会 創生会 無会派
議
決
結
果

議
決
年
月
日

各議員の議案に対する賛否の状況（令和６年第４回定例会）

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第６号）の
専決処分の承認について

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第７号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）
令和6年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第1号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第8号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第2号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第3号）
令和6年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算
（第3号）
令和6年度豊後大野市電気事業特別会計補正予算
（第2号）
令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第9号）

刑法等の一部改正に伴う関係条例の整理について
豊後大野市営駐車場条例の一部改正について
豊後大野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
改正について
豊後大野市旅館営業を目的とした建築の規制に関す
る条例の一部改正について
豊後大野市移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の一部改正について
豊後大野市ひとり親家庭等医療費の助成に関する条
例の一部改正について
豊後大野市幼保連携型認定こども園条例の一部改正
について
豊後大野市公共下水道条例の一部改正について
豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正について
豊後大野市布設工事監督者及び水道技術管理者の資
格等に関する条例の一部改正について
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正について
豊後大野市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部改正について
豊後大野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等
に関する条例の一部改正について
豊後大野市会計年度任用職員の報酬等に関する条例
の一部改正について
豊後大野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について
豊後大野市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正について

工事請負契約の変更契約の締結について
豊後大野市と他市町との証明書等の交付等に係る事
務の委託の廃止について（16案件）
豊後大野市土地開発公社の解散について
財産の取得について
公の施設の指定管理者の指定について
公の施設の指定管理者の指定について

承認

補正予算

条例の一部改正等

一般

11月29日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日
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「
調
査
事
業
」

デ
イ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　助成
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　在
宅
の
精
神
障
が
い
者
が

デ
イ
ケ
ア
等
へ
通
所
す
る
た

め
の
交
通
費
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
を
促
進
し

精
神
障
が
い
者
福
祉
の
増
進

を
図
る
。
精
神
障
が
い
者
保

健
福
祉
手
帳
所
持
者
が
公
的

交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
デ

イ
ケ
ア
等
に
通
所
し
た
運
賃

の
半
額
を
助
成
す
る
。
た
だ

し
、
身
体
障
が
い
者
及
び
知

的
障
が
い
者
に
対
す
る
運
賃

の
割
引
制
度
が
適
用
さ
れ
る

場
合
を
除
く
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
良
好

　事
業
の
利
用
者
が
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
事
業

と
重
複
す
る
内
容
の
事
業
が

あ
る
こ
と
、
申
請
主
義
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
３
６
３
人
の
手
帳
保
持

者
に
対
し
、
12
人
の
実
利
用

者
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
方

法
に
課
題
を
感
じ
る
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
取
り

組
み
が
評
価
で
き
る
。
学
校

ご
と
の
熱
量
の
差
や
協
力
者

の
確
保
な
ど
の
不
安
も
あ

る
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　教
育
と
社
会
の
つ
な
が

り
、
価
値
観
、
多
様
性
、
郷

土
愛
、
学
習
や
学
び
を
生
活

に
つ
な
げ
、
将
来
的
に
は
多

く
の
子
ど
も
が
本
市
に
定
住

す
る
こ
と
を
望
む
。
地
域
に

対
し
て
の
P
R
を
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
、
市
民
に
伝
わ

る
よ
う
な
広
報
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　精
神
障
が
い
者
の
自
立
支

援
の
た
め
に
交
通
費
の
負
担

軽
減
策
は
重
要
で
あ
る
が
、

利
用
者
が
少
人
数
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
、
助
成
金
額
な
ど

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
調

査・研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

　対
象
者
、家
族
に
対
す
る

周
知
方
法
を
見
直
さ
れ
た
い
。

「
調
査
事
業
」

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　子
ど
も
た
ち
が
、
自
立
し

た
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

た
く
ま
し
く
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
、
基
礎
と
な
る
能

力
や
態
度
を
育
て
、
キ
ャ
リ

ア
発
達
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
市
教

育
委
員
会
に
配
置
し
、
各
学

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
と

連
携
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

「
調
査
事
業
」

椎
茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　椎
茸
生
産
者
の
高
齢
化
に

伴
う
生
産
者
の
減
少
や
若
手

新
規
参
入
者
の
減
少
、産
業
自

体
の
存
続
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
。椎
茸
生
産
者
の
生
産
意
欲

の
増
進
や
量
の
拡
大
、新
規
参

入
者
が
参
入
し
や
す
い
支
援

体
制
の
整
備
を
目
的
と
す
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続

「
問
題
点
や
提
言
な
ど
」

　令
和
４
年
以
降
、
複
数
の

新
規
参
入
者
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
補
助
事
業
も
そ
れ
ぞ

れ
実
績
が
あ
り
成
果
が
出
て

き
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
に

伴
い
生
産
者
は
減
少
し
て
お

り
、
新
規
参
入
者
の
た
め
の

施
設
整
備
等
へ
の
助
成
と
合

わ
せ
て
、
生
産
農
家
の
確
保

の
強
化
に
さ
ら
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
産

が
あ
る
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
実
績
は
評
価
で

き
る
が
、
商
工
観
光
と
い
う

視
点
か
ら
の
指
標
で
判
断
す

る
必
要
も
あ
り
、
業
務
委
託

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と
し

て
委
託
先
と
の
連
携
や
つ
な

が
り
を
持
つ
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
合
宿
者
と
市
民

の
交
流
を
図
る
工
夫
を
す
る

こ
と
。
今
後
は
費
用
対
効
果

等
の
成
果
指
標
を
取
り
入

れ
、
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実

と
市
の
独
自
性
の
あ
る
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
ま
た
、
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
強

化
す
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

者
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
負
担
軽
減
策
を
講

じ
て
、新
規
参
入
者
の
さ
ら
な

る
増
加
を
図
り
、補
助
率
の
見

直
し
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

「
調
査
事
業
」

交
流
人
口
拡
大
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
核
と
し

た
本
市
の
資
源
や
観
光
資
源

等
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
や
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

誘
致
や
開
催
支
援
等
に
取
り

組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ

る
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
適
正

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　改善

「
問
題
点
や
提
言
な
ど
」

　ス
ポ
ー
ツ
合
宿
者
数
の
成

果
指
標
は
お
お
む
ね
達
成
し

て
い
る
が
、
以
下
の
問
題
点

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲スポーツ合宿の様子（緒方町）

▲キャリア教育の様子

「
調
査
事
業
」

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　促進
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

を
図
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
掲
げ
た
計
画
の
策
定
に

向
け
既
存
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
、
豊

後
大
野
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。　県

道
57
号
線
や
道
の
駅
大

野
周
辺
の
活
性
化
等
を
目
的

に
し
た
「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

お
お
の
」
の
施
設
管
理
、
及

び
施
設
内
に
設
置
し
て
い
る

足
湯
の
熱
源
と
し
て
竹
チ
ッ

プ
を
活
用
す
る
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発

を
行
う
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
適
正

　地
球
温
暖
化
対
策
に
ど
れ

く
ら
い
寄
与
し
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。

　施
設
来
場
者
の
満
足
度
は

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
と
と

も
に
利
用
状
況
の
調
査
や
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
。

　民
間
バ
ス
路
線
を
補
完
す

る
た
め
、
定
時
定
路
線
型
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年

４
月
の
時
点
で
、
車
両
21

台
、
44
路
線
で
運
行
中
。
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
、「
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
を
７
つ

の
区
域
で
運
行
中
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好
　利
用
者
の
満
足
度
は
高
い

が
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か

は
疑
問
。
市
民
の
需
要
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　利
用
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い

路
線
が
多
く
あ
り
、
利
用
し

や
す
い
運
行
を
求
め
る
。

　Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
地
域
公

共
交
通
の
事
業
も
視
野
に
柔

軟
に
検
討
す
べ
き
。

上
が
っ
て
い
て
も
市
民
が
恩

恵
を
受
け
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。

　利
用
促
進
を
図
る
こ
と
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　改善
　市
民
が
広
く
参
加
で
き
る

必
要
が
あ
る
。
市
民
に
P
R

し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
の

利
活
用
の
抜
本
的
検
討
が
必

要
。

「
調
査
事
業
」

地
域
公
共
交
通

　
　
　
　
　活性
化
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　市
民
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
、
市
が
所
有
す
る
コ

事務事業評価を実施
　　　常任委員会で令和５年度の事業の中から２事業ずつ選定し、２日間にわたり、事
　　　務事業評価を実施しました。はじめに委員個人ごとに事業結果に対する評価と今
後の方向性を評価した上で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
　評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保などにつながっていく
ことが期待されます。

各

【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　委
員
ご
と
に
評
価
。

【
令
和
７
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が

議
会
に
報
告
。

【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議

　委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

価
を
決
定
。

●
評
価
報
告
書
作
成

　委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

書
を
作
成
。

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

総
務
常
任
委
員
会

　事
務
事
業
評
価

▲竹チップボイラー
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「
調
査
事
業
」

デ
イ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　助成
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　在
宅
の
精
神
障
が
い
者
が

デ
イ
ケ
ア
等
へ
通
所
す
る
た

め
の
交
通
費
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
を
促
進
し

精
神
障
が
い
者
福
祉
の
増
進

を
図
る
。
精
神
障
が
い
者
保

健
福
祉
手
帳
所
持
者
が
公
的

交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
デ

イ
ケ
ア
等
に
通
所
し
た
運
賃

の
半
額
を
助
成
す
る
。
た
だ

し
、
身
体
障
が
い
者
及
び
知

的
障
が
い
者
に
対
す
る
運
賃

の
割
引
制
度
が
適
用
さ
れ
る

場
合
を
除
く
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
良
好

　事
業
の
利
用
者
が
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
事
業

と
重
複
す
る
内
容
の
事
業
が

あ
る
こ
と
、
申
請
主
義
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
３
６
３
人
の
手
帳
保
持

者
に
対
し
、
12
人
の
実
利
用

者
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
方

法
に
課
題
を
感
じ
る
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
取
り

組
み
が
評
価
で
き
る
。
学
校

ご
と
の
熱
量
の
差
や
協
力
者

の
確
保
な
ど
の
不
安
も
あ

る
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　教
育
と
社
会
の
つ
な
が

り
、
価
値
観
、
多
様
性
、
郷

土
愛
、
学
習
や
学
び
を
生
活

に
つ
な
げ
、
将
来
的
に
は
多

く
の
子
ど
も
が
本
市
に
定
住

す
る
こ
と
を
望
む
。
地
域
に

対
し
て
の
P
R
を
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
、
市
民
に
伝
わ

る
よ
う
な
広
報
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　精
神
障
が
い
者
の
自
立
支

援
の
た
め
に
交
通
費
の
負
担

軽
減
策
は
重
要
で
あ
る
が
、

利
用
者
が
少
人
数
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
、
助
成
金
額
な
ど

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
調

査・研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

　対
象
者
、家
族
に
対
す
る

周
知
方
法
を
見
直
さ
れ
た
い
。

「
調
査
事
業
」

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　子
ど
も
た
ち
が
、
自
立
し

た
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

た
く
ま
し
く
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
、
基
礎
と
な
る
能

力
や
態
度
を
育
て
、
キ
ャ
リ

ア
発
達
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
市
教

育
委
員
会
に
配
置
し
、
各
学

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
と

連
携
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

「
調
査
事
業
」

椎
茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　椎
茸
生
産
者
の
高
齢
化
に

伴
う
生
産
者
の
減
少
や
若
手

新
規
参
入
者
の
減
少
、産
業
自

体
の
存
続
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
。椎
茸
生
産
者
の
生
産
意
欲

の
増
進
や
量
の
拡
大
、新
規
参

入
者
が
参
入
し
や
す
い
支
援

体
制
の
整
備
を
目
的
と
す
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続

「
問
題
点
や
提
言
な
ど
」

　令
和
４
年
以
降
、
複
数
の

新
規
参
入
者
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
補
助
事
業
も
そ
れ
ぞ

れ
実
績
が
あ
り
成
果
が
出
て

き
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
に

伴
い
生
産
者
は
減
少
し
て
お

り
、
新
規
参
入
者
の
た
め
の

施
設
整
備
等
へ
の
助
成
と
合

わ
せ
て
、
生
産
農
家
の
確
保

の
強
化
に
さ
ら
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
産

が
あ
る
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
実
績
は
評
価
で

き
る
が
、
商
工
観
光
と
い
う

視
点
か
ら
の
指
標
で
判
断
す

る
必
要
も
あ
り
、
業
務
委
託

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と
し

て
委
託
先
と
の
連
携
や
つ
な

が
り
を
持
つ
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
合
宿
者
と
市
民

の
交
流
を
図
る
工
夫
を
す
る

こ
と
。
今
後
は
費
用
対
効
果

等
の
成
果
指
標
を
取
り
入

れ
、
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実

と
市
の
独
自
性
の
あ
る
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
ま
た
、
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
強

化
す
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

者
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
負
担
軽
減
策
を
講

じ
て
、新
規
参
入
者
の
さ
ら
な

る
増
加
を
図
り
、補
助
率
の
見

直
し
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

「
調
査
事
業
」

交
流
人
口
拡
大
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
核
と
し

た
本
市
の
資
源
や
観
光
資
源

等
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
や
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

誘
致
や
開
催
支
援
等
に
取
り

組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ

る
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
適
正

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　改善

「
問
題
点
や
提
言
な
ど
」

　ス
ポ
ー
ツ
合
宿
者
数
の
成

果
指
標
は
お
お
む
ね
達
成
し

て
い
る
が
、
以
下
の
問
題
点

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲スポーツ合宿の様子（緒方町）

▲キャリア教育の様子

「
調
査
事
業
」

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　促進
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

を
図
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
掲
げ
た
計
画
の
策
定
に

向
け
既
存
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
、
豊

後
大
野
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。　県

道
57
号
線
や
道
の
駅
大

野
周
辺
の
活
性
化
等
を
目
的

に
し
た
「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

お
お
の
」
の
施
設
管
理
、
及

び
施
設
内
に
設
置
し
て
い
る

足
湯
の
熱
源
と
し
て
竹
チ
ッ

プ
を
活
用
す
る
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発

を
行
う
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　おお
む
ね
適
正

　地
球
温
暖
化
対
策
に
ど
れ

く
ら
い
寄
与
し
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。

　施
設
来
場
者
の
満
足
度
は

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
と
と

も
に
利
用
状
況
の
調
査
や
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
。

　民
間
バ
ス
路
線
を
補
完
す

る
た
め
、
定
時
定
路
線
型
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年

４
月
の
時
点
で
、
車
両
21

台
、
44
路
線
で
運
行
中
。
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
、「
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
を
７
つ

の
区
域
で
運
行
中
。

「
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
」

　良好
　利
用
者
の
満
足
度
は
高
い

が
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か

は
疑
問
。
市
民
の
需
要
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　継続
　利
用
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い

路
線
が
多
く
あ
り
、
利
用
し

や
す
い
運
行
を
求
め
る
。

　Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
地
域
公

共
交
通
の
事
業
も
視
野
に
柔

軟
に
検
討
す
べ
き
。

上
が
っ
て
い
て
も
市
民
が
恩

恵
を
受
け
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。

　利
用
促
進
を
図
る
こ
と
。

「
事
業
の
今
後
の
方
向
性
」

　改善
　市
民
が
広
く
参
加
で
き
る

必
要
が
あ
る
。
市
民
に
P
R

し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
の

利
活
用
の
抜
本
的
検
討
が
必

要
。

「
調
査
事
業
」

地
域
公
共
交
通

　
　
　
　
　活性
化
事
業

「
事
業
目
的
（
抜
粋
）
」

　市
民
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
、
市
が
所
有
す
る
コ

事務事業評価を実施
　　　常任委員会で令和５年度の事業の中から２事業ずつ選定し、２日間にわたり、事
　　　務事業評価を実施しました。はじめに委員個人ごとに事業結果に対する評価と今
後の方向性を評価した上で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
　評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保などにつながっていく
ことが期待されます。

各

【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　委
員
ご
と
に
評
価
。

【
令
和
７
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が

議
会
に
報
告
。

【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議

　委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

価
を
決
定
。

●
評
価
報
告
書
作
成

　委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

書
を
作
成
。

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

総
務
常
任
委
員
会

　事
務
事
業
評
価

▲竹チップボイラー
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

 

意
見
交
換
会
参
加
者
の
声

2024市民と議会の意見交換会を開催

民と議会の意見交換会を市内７会場で開催し、「市政全般について」をテーマに質疑や意見交換
が行われました。

　今回市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に活かしていきたい
と考えています。

市
開催日時

１１月５日（火）午後７時～

１１月６日（水）午後７時～

１１月７日（木）午後７時～

開催場所 テーマ

市政全般について

清川公民館
大野公民館
千歳公民館
緒方公民館
朝地公民館
犬飼公民館
市役所５階

人数
１１人
１３人
　８人
１３人
１０人
１１人
１６人

　人
が
集
合
し
や
す
い
時
間

帯
に
（
高
齢
化
に
よ
り
）
。

　
　
　
　
　（
70
代
男
性
）

　人
口
が
増
え
る
よ
う
に
大

き
な
企
業
誘
致
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
（
60
代
女
性
）

　自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
れ
だ

け
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
で

す
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　こ
の
よ
う
な
機
会
で
市
民

の
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　（
50
代
女
性
）

　実
施
回
数
を
増
や
す
と
良

い
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　議
員
個
人
の
意
見
も
聞
き

た
い
。
た
く
さ
ん
発
言
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　（
60
代
男
性
）

　議
会
は
人
口
減
少
し
て
い

る
地
域
を
ま
わ
っ
て
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
困
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

発
言
時
間
３
分
は
短
い
と
感

じ
ま
し
た
。
５
分
以
内
で
も

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　熱
心
な
意
見
が
出
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
40
代
男
性
）

　若
者
が
参
加
し
て
ほ
し

い
。
　
　
　（
20
代
男
性
）

　「２
０
２
４
市
民
と
議
会

の
意
見
交
換
会
」
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
質
問
な
ど
は
、
執
行
部
の

見
解
な
ど
が
必
要
な
も
の
は

回
答
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
会
、
議
員
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

し
い
の
み
こ
ど
も
園
、
閉
園

　
　 

清
川
町
の
し
い
の
み

こ
ど
も
園
が
来
年
度
閉
園
を

す
る
。
園
の
経
営
者
側
と
市

も
話
は
さ
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
特
に
清
川
町
で
こ
ど
も

園
が
な
く
な
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
で
子
ど
も
を
産
み
育
て

よ
う
と
い
う
人
が
い
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
。
何
と
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ど
う
な
の
、会
費
の
自
己
負
担

　
　 

食
推
の
役
員
を
長
年

や
っ
て
い
る
が
、
今
は
会
員

が
少
な
く
役
員
を
受
け
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
。
ま
た
私

た
ち
食
推
は
あ
く
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
が
そ

れ
な
の
に
市
の
会
費
で
３
百

円
、
県
の
会
費
で
７
百
円
一

人
ず
つ
回
収
し
て
払
っ
て
い

る
。
ず
っ
と
こ
れ
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

い
る
の
に
、
市
と
県
の
会
費

を
払
う
の
は
、
納
得
が
い
か

な
い
の
で
、
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

９
月
23
日
を
ブ
ル
ー
に

　
　 

２
０
１
７
年
に
手
話

言
語
条
例
が
可
決
し
た
。

　最
近
テ
レ
ビ
で
観
る
機
会

も
増
え
、
手
話
の
認
知
度
は

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
は
ま
だ

ま
だ
だ
と
思
う
。
サ
ー
ク
ル

等
を
通
じ
て
手
話
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
が
、

そ
の
１
つ
と
し
て
、
９
月
23

日
が
「
手
話
言
語
国
際

デ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
。
竹

田
市
、
中
津
市
、
杵
築
市
は

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ

ル
ー
で
お
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
、
一
般
の
方
に
も
手

話
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動

を
し
て
い
る
。
令
和
７
年
か

ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

迷
惑
だ
。
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

　
　 

11
月
、
夜
間
に
米
軍

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
高
度
約

40
Ｍ
か
ら
60
Ｍ
で
低
空
飛
行

し
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
夜
間
の

飛
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
何
と

か
控
え
て
ほ
し
い
。

公
民
館
に
、
地
元
職
員
を

　
　 

千
歳
公
民
館
だ
け
千

歳
の
出
身
者
が
い
な
い
。
他

の
町
の
公
民
館
に
は
町
の
出

身
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
千
歳
の
出
身
の
職
員
が

い
れ
ば
い
ろ
ん
な
行
事
を

行
っ
た
り
す
る
際
に
、
協
力

が
得
ら
れ
や
す
い
と
思
う
し

協
力
し
よ
う
と
も
思
う
。

　皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
や
質
問
の
中
で
、
執
行
部

に
送
付
す
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
議
長

よ
り
市
長
に
令
和
６
年
12
月

24
日
に
手
交
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
の
回
答
は
、

令
和
７
年
３
月
議
会
号
（
５

月
１
日
発
行
）
に
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
道
の
伐
採
事
業
拡
充
を

　
　
　大
野
町
の
桑
原
や
北

園
で
は
年
に
２
回
、
市
道
の

伐
採
を
す
る
の
で
、
道
端
の

草
は
そ
こ
ま
で
伸
び
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
地
区
が
高
齢
化

し
て
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
市

が
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
１

回
し
か
切
ら
な
い
。
１
回
し

か
切
ら
な
い
の
で
伸
び
が
早

く
、
通
り
に
く
い
箇
所
が
あ

る
。
全
部
２
回
切
れ
と
い
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
本
当
に
必
要
な

箇
所
は
、
何
か
別
の
予
算
で

切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
安

全
に
通
行
で
き
る
と
思
う
。

危
険
な
箇
所
は
２
回
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

般
若
姫
像
の
管
理
を

　
　
　内
山
観
音
の
般
若
姫

の
像
が
ど
ん
ど
ん
錆
び
て
き

て
い
る
。
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
の
か
。

意
見

意
見

意
見
交
換
会
で
の

　
　意
見
や
質
問

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

▲清川会場

▲三重会場

▲緒方会場

▲千歳会場

参
加
者
延
べ
　　人
82▲しいのみこども園（清川町）

▲Ｖ-22オスプレイ

▲R6.12.24 市長へ手交

▲般若姫像（三重町）

▲

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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意
見
交
換
会
参
加
者
の
声

2024市民と議会の意見交換会を開催

民と議会の意見交換会を市内７会場で開催し、「市政全般について」をテーマに質疑や意見交換
が行われました。

　今回市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に活かしていきたい
と考えています。

市
開催日時

１１月５日（火）午後７時～

１１月６日（水）午後７時～

１１月７日（木）午後７時～

開催場所 テーマ

市政全般について

清川公民館
大野公民館
千歳公民館
緒方公民館
朝地公民館
犬飼公民館
市役所５階

人数
１１人
１３人
　８人
１３人
１０人
１１人
１６人

　人
が
集
合
し
や
す
い
時
間

帯
に
（
高
齢
化
に
よ
り
）
。

　
　
　
　
　（
70
代
男
性
）

　人
口
が
増
え
る
よ
う
に
大

き
な
企
業
誘
致
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
（
60
代
女
性
）

　自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
れ
だ

け
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
で

す
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　こ
の
よ
う
な
機
会
で
市
民

の
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　（
50
代
女
性
）

　実
施
回
数
を
増
や
す
と
良

い
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　議
員
個
人
の
意
見
も
聞
き

た
い
。
た
く
さ
ん
発
言
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　（
60
代
男
性
）

　議
会
は
人
口
減
少
し
て
い

る
地
域
を
ま
わ
っ
て
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
困
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

発
言
時
間
３
分
は
短
い
と
感

じ
ま
し
た
。
５
分
以
内
で
も

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　熱
心
な
意
見
が
出
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
40
代
男
性
）

　若
者
が
参
加
し
て
ほ
し

い
。
　
　
　（
20
代
男
性
）

　「２
０
２
４
市
民
と
議
会

の
意
見
交
換
会
」
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
質
問
な
ど
は
、
執
行
部
の

見
解
な
ど
が
必
要
な
も
の
は

回
答
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
会
、
議
員
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

し
い
の
み
こ
ど
も
園
、
閉
園

　
　 

清
川
町
の
し
い
の
み

こ
ど
も
園
が
来
年
度
閉
園
を

す
る
。
園
の
経
営
者
側
と
市

も
話
は
さ
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
特
に
清
川
町
で
こ
ど
も

園
が
な
く
な
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
で
子
ど
も
を
産
み
育
て

よ
う
と
い
う
人
が
い
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
。
何
と
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ど
う
な
の
、会
費
の
自
己
負
担

　
　 

食
推
の
役
員
を
長
年

や
っ
て
い
る
が
、
今
は
会
員

が
少
な
く
役
員
を
受
け
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
。
ま
た
私

た
ち
食
推
は
あ
く
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
が
そ

れ
な
の
に
市
の
会
費
で
３
百

円
、
県
の
会
費
で
７
百
円
一

人
ず
つ
回
収
し
て
払
っ
て
い

る
。
ず
っ
と
こ
れ
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

い
る
の
に
、
市
と
県
の
会
費

を
払
う
の
は
、
納
得
が
い
か

な
い
の
で
、
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

９
月
23
日
を
ブ
ル
ー
に

　
　 

２
０
１
７
年
に
手
話

言
語
条
例
が
可
決
し
た
。

　最
近
テ
レ
ビ
で
観
る
機
会

も
増
え
、
手
話
の
認
知
度
は

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
は
ま
だ

ま
だ
だ
と
思
う
。
サ
ー
ク
ル

等
を
通
じ
て
手
話
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
が
、

そ
の
１
つ
と
し
て
、
９
月
23

日
が
「
手
話
言
語
国
際

デ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
。
竹

田
市
、
中
津
市
、
杵
築
市
は

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ

ル
ー
で
お
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
、
一
般
の
方
に
も
手

話
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動

を
し
て
い
る
。
令
和
７
年
か

ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

迷
惑
だ
。
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

　
　 

11
月
、
夜
間
に
米
軍

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
高
度
約

40
Ｍ
か
ら
60
Ｍ
で
低
空
飛
行

し
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
夜
間
の

飛
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
何
と

か
控
え
て
ほ
し
い
。

公
民
館
に
、
地
元
職
員
を

　
　 

千
歳
公
民
館
だ
け
千

歳
の
出
身
者
が
い
な
い
。
他

の
町
の
公
民
館
に
は
町
の
出

身
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
千
歳
の
出
身
の
職
員
が

い
れ
ば
い
ろ
ん
な
行
事
を

行
っ
た
り
す
る
際
に
、
協
力

が
得
ら
れ
や
す
い
と
思
う
し

協
力
し
よ
う
と
も
思
う
。

　皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
や
質
問
の
中
で
、
執
行
部

に
送
付
す
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
議
長

よ
り
市
長
に
令
和
６
年
12
月

24
日
に
手
交
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
の
回
答
は
、

令
和
７
年
３
月
議
会
号
（
５

月
１
日
発
行
）
に
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
道
の
伐
採
事
業
拡
充
を

　
　
　大
野
町
の
桑
原
や
北

園
で
は
年
に
２
回
、
市
道
の

伐
採
を
す
る
の
で
、
道
端
の

草
は
そ
こ
ま
で
伸
び
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
地
区
が
高
齢
化

し
て
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
市

が
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
１

回
し
か
切
ら
な
い
。
１
回
し

か
切
ら
な
い
の
で
伸
び
が
早

く
、
通
り
に
く
い
箇
所
が
あ

る
。
全
部
２
回
切
れ
と
い
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
本
当
に
必
要
な

箇
所
は
、
何
か
別
の
予
算
で

切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
安

全
に
通
行
で
き
る
と
思
う
。

危
険
な
箇
所
は
２
回
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

般
若
姫
像
の
管
理
を

　
　
　内
山
観
音
の
般
若
姫

の
像
が
ど
ん
ど
ん
錆
び
て
き

て
い
る
。
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
の
か
。

意
見

意
見

意
見
交
換
会
で
の

　
　意
見
や
質
問

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

▲清川会場

▲三重会場

▲緒方会場

▲千歳会場

参
加
者
延
べ
　　人
82▲しいのみこども園（清川町）

▲Ｖ-22オスプレイ

▲R6.12.24 市長へ手交

▲般若姫像（三重町）

▲

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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意
見
交
換
会
参
加
者
の
声

2024市民と議会の意見交換会を開催

民と議会の意見交換会を市内７会場で開催し、「市政全般について」をテーマに質疑や意見交換
が行われました。

　今回市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に活かしていきたい
と考えています。

市
開催日時

１１月５日（火）午後７時～

１１月６日（水）午後７時～

１１月７日（木）午後７時～

開催場所 テーマ

市政全般について

清川公民館
大野公民館
千歳公民館
緒方公民館
朝地公民館
犬飼公民館
市役所５階

人数
１１人
１３人
　８人
１３人
１０人
１１人
１６人

　人
が
集
合
し
や
す
い
時
間

帯
に
（
高
齢
化
に
よ
り
）
。

　
　
　
　
　（
70
代
男
性
）

　人
口
が
増
え
る
よ
う
に
大

き
な
企
業
誘
致
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
（
60
代
女
性
）

　自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
れ
だ

け
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
で

す
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　こ
の
よ
う
な
機
会
で
市
民

の
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　（
50
代
女
性
）

　実
施
回
数
を
増
や
す
と
良

い
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　議
員
個
人
の
意
見
も
聞
き

た
い
。
た
く
さ
ん
発
言
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　（
60
代
男
性
）

　議
会
は
人
口
減
少
し
て
い

る
地
域
を
ま
わ
っ
て
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
困
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

発
言
時
間
３
分
は
短
い
と
感

じ
ま
し
た
。
５
分
以
内
で
も

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　熱
心
な
意
見
が
出
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
40
代
男
性
）

　若
者
が
参
加
し
て
ほ
し

い
。
　
　
　（
20
代
男
性
）

　「２
０
２
４
市
民
と
議
会

の
意
見
交
換
会
」
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
質
問
な
ど
は
、
執
行
部
の

見
解
な
ど
が
必
要
な
も
の
は

回
答
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
会
、
議
員
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

し
い
の
み
こ
ど
も
園
、
閉
園

　
　 

清
川
町
の
し
い
の
み

こ
ど
も
園
が
来
年
度
閉
園
を

す
る
。
園
の
経
営
者
側
と
市

も
話
は
さ
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
特
に
清
川
町
で
こ
ど
も

園
が
な
く
な
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
で
子
ど
も
を
産
み
育
て

よ
う
と
い
う
人
が
い
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
。
何
と
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ど
う
な
の
、会
費
の
自
己
負
担

　
　 

食
推
の
役
員
を
長
年

や
っ
て
い
る
が
、
今
は
会
員

が
少
な
く
役
員
を
受
け
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
。
ま
た
私

た
ち
食
推
は
あ
く
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
が
そ

れ
な
の
に
市
の
会
費
で
３
百

円
、
県
の
会
費
で
７
百
円
一

人
ず
つ
回
収
し
て
払
っ
て
い

る
。
ず
っ
と
こ
れ
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

い
る
の
に
、
市
と
県
の
会
費

を
払
う
の
は
、
納
得
が
い
か

な
い
の
で
、
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

９
月
23
日
を
ブ
ル
ー
に

　
　 

２
０
１
７
年
に
手
話

言
語
条
例
が
可
決
し
た
。

　最
近
テ
レ
ビ
で
観
る
機
会

も
増
え
、
手
話
の
認
知
度
は

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
は
ま
だ

ま
だ
だ
と
思
う
。
サ
ー
ク
ル

等
を
通
じ
て
手
話
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
が
、

そ
の
１
つ
と
し
て
、
９
月
23

日
が
「
手
話
言
語
国
際

デ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
。
竹

田
市
、
中
津
市
、
杵
築
市
は

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ

ル
ー
で
お
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
、
一
般
の
方
に
も
手

話
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動

を
し
て
い
る
。
令
和
７
年
か

ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

迷
惑
だ
。
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

　
　 

11
月
、
夜
間
に
米
軍

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
高
度
約

40
Ｍ
か
ら
60
Ｍ
で
低
空
飛
行

し
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
夜
間
の

飛
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
何
と

か
控
え
て
ほ
し
い
。

公
民
館
に
、
地
元
職
員
を

　
　 

千
歳
公
民
館
だ
け
千

歳
の
出
身
者
が
い
な
い
。
他

の
町
の
公
民
館
に
は
町
の
出

身
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
千
歳
の
出
身
の
職
員
が

い
れ
ば
い
ろ
ん
な
行
事
を

行
っ
た
り
す
る
際
に
、
協
力

が
得
ら
れ
や
す
い
と
思
う
し

協
力
し
よ
う
と
も
思
う
。

　皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
や
質
問
の
中
で
、
執
行
部

に
送
付
す
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
議
長

よ
り
市
長
に
令
和
６
年
12
月

24
日
に
手
交
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
の
回
答
は
、

令
和
７
年
３
月
議
会
号
（
５

月
１
日
発
行
）
に
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
道
の
伐
採
事
業
拡
充
を

　
　
　大
野
町
の
桑
原
や
北

園
で
は
年
に
２
回
、
市
道
の

伐
採
を
す
る
の
で
、
道
端
の

草
は
そ
こ
ま
で
伸
び
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
地
区
が
高
齢
化

し
て
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
市

が
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
１

回
し
か
切
ら
な
い
。
１
回
し

か
切
ら
な
い
の
で
伸
び
が
早

く
、
通
り
に
く
い
箇
所
が
あ

る
。
全
部
２
回
切
れ
と
い
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
本
当
に
必
要
な

箇
所
は
、
何
か
別
の
予
算
で

切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
安

全
に
通
行
で
き
る
と
思
う
。

危
険
な
箇
所
は
２
回
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

般
若
姫
像
の
管
理
を

　
　
　内
山
観
音
の
般
若
姫

の
像
が
ど
ん
ど
ん
錆
び
て
き

て
い
る
。
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
の
か
。

意
見

意
見

意
見
交
換
会
で
の

　
　意
見
や
質
問

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

▲清川会場

▲三重会場

▲緒方会場

▲千歳会場

参
加
者
延
べ
　　人
82▲しいのみこども園（清川町）

▲Ｖ-22オスプレイ

▲R6.12.24 市長へ手交

▲般若姫像（三重町）

▲

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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意
見
交
換
会
参
加
者
の
声

2024市民と議会の意見交換会を開催

民と議会の意見交換会を市内７会場で開催し、「市政全般について」をテーマに質疑や意見交換
が行われました。

　今回市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に活かしていきたい
と考えています。

市
開催日時

１１月５日（火）午後７時～

１１月６日（水）午後７時～

１１月７日（木）午後７時～

開催場所 テーマ

市政全般について

清川公民館
大野公民館
千歳公民館
緒方公民館
朝地公民館
犬飼公民館
市役所５階

人数
１１人
１３人
　８人
１３人
１０人
１１人
１６人

　人
が
集
合
し
や
す
い
時
間

帯
に
（
高
齢
化
に
よ
り
）
。

　
　
　
　
　（
70
代
男
性
）

　人
口
が
増
え
る
よ
う
に
大

き
な
企
業
誘
致
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
（
60
代
女
性
）

　自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
れ
だ

け
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
で

す
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　こ
の
よ
う
な
機
会
で
市
民

の
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　（
50
代
女
性
）

　実
施
回
数
を
増
や
す
と
良

い
。
　
　
　（
70
代
男
性
）

　議
員
個
人
の
意
見
も
聞
き

た
い
。
た
く
さ
ん
発
言
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　（
60
代
男
性
）

　議
会
は
人
口
減
少
し
て
い

る
地
域
を
ま
わ
っ
て
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
困
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

発
言
時
間
３
分
は
短
い
と
感

じ
ま
し
た
。
５
分
以
内
で
も

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
60
代
男
性
）

　熱
心
な
意
見
が
出
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
40
代
男
性
）

　若
者
が
参
加
し
て
ほ
し

い
。
　
　
　（
20
代
男
性
）

　「２
０
２
４
市
民
と
議
会

の
意
見
交
換
会
」
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
質
問
な
ど
は
、
執
行
部
の

見
解
な
ど
が
必
要
な
も
の
は

回
答
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
会
、
議
員
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

し
い
の
み
こ
ど
も
園
、
閉
園

　
　 

清
川
町
の
し
い
の
み

こ
ど
も
園
が
来
年
度
閉
園
を

す
る
。
園
の
経
営
者
側
と
市

も
話
は
さ
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
特
に
清
川
町
で
こ
ど
も

園
が
な
く
な
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
で
子
ど
も
を
産
み
育
て

よ
う
と
い
う
人
が
い
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
。
何
と
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ど
う
な
の
、会
費
の
自
己
負
担

　
　 

食
推
の
役
員
を
長
年

や
っ
て
い
る
が
、
今
は
会
員

が
少
な
く
役
員
を
受
け
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
。
ま
た
私

た
ち
食
推
は
あ
く
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
が
そ

れ
な
の
に
市
の
会
費
で
３
百

円
、
県
の
会
費
で
７
百
円
一

人
ず
つ
回
収
し
て
払
っ
て
い

る
。
ず
っ
と
こ
れ
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

い
る
の
に
、
市
と
県
の
会
費

を
払
う
の
は
、
納
得
が
い
か

な
い
の
で
、
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

９
月
23
日
を
ブ
ル
ー
に

　
　 

２
０
１
７
年
に
手
話

言
語
条
例
が
可
決
し
た
。

　最
近
テ
レ
ビ
で
観
る
機
会

も
増
え
、
手
話
の
認
知
度
は

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
は
ま
だ

ま
だ
だ
と
思
う
。
サ
ー
ク
ル

等
を
通
じ
て
手
話
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
が
、

そ
の
１
つ
と
し
て
、
９
月
23

日
が
「
手
話
言
語
国
際

デ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
。
竹

田
市
、
中
津
市
、
杵
築
市
は

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ

ル
ー
で
お
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
、
一
般
の
方
に
も
手

話
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動

を
し
て
い
る
。
令
和
７
年
か

ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

迷
惑
だ
。
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

　
　 

11
月
、
夜
間
に
米
軍

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
高
度
約

40
Ｍ
か
ら
60
Ｍ
で
低
空
飛
行

し
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
夜
間
の

飛
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
何
と

か
控
え
て
ほ
し
い
。

公
民
館
に
、
地
元
職
員
を

　
　 

千
歳
公
民
館
だ
け
千

歳
の
出
身
者
が
い
な
い
。
他

の
町
の
公
民
館
に
は
町
の
出

身
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
千
歳
の
出
身
の
職
員
が

い
れ
ば
い
ろ
ん
な
行
事
を

行
っ
た
り
す
る
際
に
、
協
力

が
得
ら
れ
や
す
い
と
思
う
し

協
力
し
よ
う
と
も
思
う
。

　皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
や
質
問
の
中
で
、
執
行
部

に
送
付
す
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
議
長

よ
り
市
長
に
令
和
６
年
12
月

24
日
に
手
交
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
の
回
答
は
、

令
和
７
年
３
月
議
会
号
（
５

月
１
日
発
行
）
に
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
道
の
伐
採
事
業
拡
充
を

　
　
　大
野
町
の
桑
原
や
北

園
で
は
年
に
２
回
、
市
道
の

伐
採
を
す
る
の
で
、
道
端
の

草
は
そ
こ
ま
で
伸
び
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
地
区
が
高
齢
化

し
て
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
市

が
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
１

回
し
か
切
ら
な
い
。
１
回
し

か
切
ら
な
い
の
で
伸
び
が
早

く
、
通
り
に
く
い
箇
所
が
あ

る
。
全
部
２
回
切
れ
と
い
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
本
当
に
必
要
な

箇
所
は
、
何
か
別
の
予
算
で

切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
安

全
に
通
行
で
き
る
と
思
う
。

危
険
な
箇
所
は
２
回
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

般
若
姫
像
の
管
理
を

　
　
　内
山
観
音
の
般
若
姫

の
像
が
ど
ん
ど
ん
錆
び
て
き

て
い
る
。
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
の
か
。

意
見

意
見

意
見
交
換
会
で
の

　
　意
見
や
質
問

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

▲清川会場

▲三重会場

▲緒方会場

▲千歳会場

参
加
者
延
べ
　　人
82▲しいのみこども園（清川町）

▲Ｖ-22オスプレイ

▲R6.12.24 市長へ手交

▲般若姫像（三重町）

▲

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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　大
分
合
同
新
聞
に
写

真
入
り
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
犬
飼
駅
前
の
老
朽
空

き
家
に
つ
い
て
市
の
対
策

は
。　

　
　
　特
定
空
き
家
に
指

定
し
、
代
執
行
も
視
野
に
入

れ
た
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
進
展
な
し
。

質
問

そ
の
後

空
き
家
の

　適
正
管
理
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　千
歳
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

組
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　旧
千
歳
小
と
旧
千

歳
幼
稚
園
の
跡
地
の
売
却
方

針
を
決
定
。
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を

募
集
す
る
。

質
問

そ
の
後

千
歳
小
学
校
の

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　農
業
用
水
路
の
危
険

な
箇
所
の
対
策
は
。

　
　
　
　緒
方
町
の
市
道
沿

い
水
路
に
、
景
観
に
配
慮
し

た
高
さ
１
・
１
㍍
、
全
長
95

㍍
の
転
落
防
止
柵
を
設
置
す

る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ

た
。

質
問

そ
の
後

農
業
用
水
路
の

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
安
全
安
心
な
道

路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　市
内
に
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
施
し
た
。
ま
た
特
に
、
交

通
量
の
多
い
場
所
の
路
上
に

目
視
で
き
る
ゾ
ー
ン
30
等
の

標
識
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

生
活
道
路
の

　安
全
性
を
め
ざ
し
て

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　清
川
町
の
轟
橋
、
大

型
車
両
通
行
に
よ
り
安
全
性

に
疑
問
の
声
が
あ
る
。
市
の

考
え
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　大
型
車
両
の
通
行

に
つ
い
て
、
路
面
標
示
、
看

板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
４
ト

ン
を
超
え
る
車
両
の
通
行
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

石
橋
の
安
全
性
は

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　都
市
計
画
道
路
と

な
っ
て
い
る
国
道
３
２
６

号
、
ロ
ー
ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら

谷
川
原
郵
便
局
間
の
整
備
・

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　用
地
買
収
完
了
し

た
箇
所
を
随
時
発
注
し
整
備

を
行
う
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
。
引
き
続
き
歩
道
設
置
工

事
を
行
う
と
県
か
ら
伺
っ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

都
市
開
発
に

　
　ど
う
取
り
組
む
か

令
和
３
年
12
月
議
会

　
　
　女
子
生
徒
の
制
服
に

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た

り
、
性
別
の
し
ば
り
を
な
く

し
た
り
す
る
形
で
、
制
服
に

選
択
肢
を
設
け
る
学
校
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
中
学
校

で
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
大

野
中
学
校
等
を
皮
切
り
に
、

各
校
に
お
い
て
見
直
さ
れ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

中
学
校
の
制
服
の

　
　
　
　
　見
直
し
は

令
和
３
年
３
月
議
会

　
　
　選
定
等
委
員
会
の
公

平
性
、
透
明
性
確
保
の
た
め

の
改
善
策
は
。

　
　
　
　近
年
開
催
さ
れ
た

委
員
会
の
構
成
は
、
市
職
員

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
委
託
す
る
業
務
内
容
に

よ
っ
て
は
、
識
見
を
有
し
た

外
部
委
員
等
に
も
審
査
を
お

願
い
す
る
。

質
問

そ
の
後

指
定
管
理
者
制
度
の

　透
明
性
を
担
保
せ
よ

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　残
骨
灰
に
１
件
あ
た

り
１
万
２
千
円
分
の
貴
金
属

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
競

争
入
札
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　豊
後
大
野
市
に
続

き
臼
杵
市
野
津
町
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
も
出
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
市

に
と
っ
て
最
善
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問

そ
の
後

市
火
葬
場
の
残
骨
灰
を

　
　一
般
競
争
入
札
に

令
和
４
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
医
療
費
の
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
国
民

健
康
保
険
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
50
万
７
６
１
１
円

で
、
令
和
５
年
度
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は
、
53
万
５
１

０
６
円
と
増
加
し
て
い
る
。

県
内
で
３
番
目
に
高
い
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

質
問

そ
の
後

市
民
の

　健
康
管
理
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
議
会

　
　
　も
っ
と
使
い
や
す
い

補
助
事
業
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
４
月
か

ら
、対
象
事
業
費
を
50
万
円

以
上
か
ら
20
万
円
以
上
に
、補

助
率
を
事
業
費
の
１
０
０
分

の
20
か
ら
１
０
０
分
の
50
に

改
正
。７
年
度
予
算
は
、前
年

度
自
治
会
に
要
望
を
聞
い
て

予
算
要
求
の
準
備
を
す
る
。

質
問

そ
の
後

自
治
公
民
館

　整
備
事
業
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
議
会

　
　
　市
道
の
維
持
管
理
補

助
金
は
メ
ー
ト
ル
当
た
り
６

円
で
あ
る
が
、
見
直
し
の
予

定
は
。

　
　
　
　現
在
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

10
円
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い

る
。

質
問

そ
の
後

市
道
の
維
持
管
理

　
　補
助
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　令
和
６
年
度
の
豊
後

大
野
市
図
書
館
の
開
館
日
を

調
べ
た
。
年
末
が
12
月
27
日

か
ら
明
け
１
月
５
日
ま
で
10

日
間
も
の
連
続
し
た
休
み
に

な
っ
て
い
る
が
ど
う
な
の

か
。　

　
　
　令
和
６
年
12
月
27

日
と
翌
１
月
５
日
が
開
館
日

と
な
っ
た
。

質
問

そ
の
後

市
の
財
産
を

　
　有
効
的
に
提
供
を

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　農
業
従
事
者
に
は
必

要
な
資
格
。
市
が
直
接
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　補
助
該
当
要
件
等

の
緩
和
を
働
き
か
け
、
大
分

県
中
山
間
地
営
農
強
化
対
策

事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成

支
援
事
業
、
自
動
車
教
習
所

で
取
得
す
る
標
題
の
資
格
助

成
に
取
り
組
み
始
め
た
。

質
問

そ
の
後

大
型
特
殊
・
け
ん
引

　
　運
転
技
能
講
習
は

令
和
５
年
12
月
議
会

　
　
　消
防
団
員
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
年
額
報
酬
や

出
動
手
当
な
ど
の
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　令
和
６
年
４
月
よ

り
団
員
の
報
酬
を
２
万
２
千

円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
、
出
動
報
酬
は
２
５
０
０

円
を
８
千
円
に
増
額
。
団
員

個
人
に
直
接
支
給
へ
。

質
問

そ
の
後

消
防
団
員
の

　
　
　
　処
遇
改
善
は

令
和
３
年
９
月
議
会

議 会 日 誌
10月

・大分県市議会議長会議員研修会
・第２７回議会広報編集特別委員会
・第３回人口減少対策特別委員会
・第２８回議会広報編集特別委員会
・第１６回議会活性化委員会
・市民と議会の意見交換会全議員打

ち合わせ会
・議員研修会

3日(木)
18日(金)

21日(月)
22日(火)
28日(月)

12月
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（議案質疑）
・総務常任委員会（付託議案審査）
・厚生文教常任委員会
　（付託議案審査）
・産業建設常任委員会
　（付託議案審査）
・第４回定例会閉会
・第１８回議会活性化委員会
・第３１回議会広報編集特別委員会
・第３２回議会広報編集特別委員会

4日(水)
5日(木) 
6日(金)

10日(火)  
11日(水)

17日(火)

26日(木)

11月
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・厚生文教常任委員会
　（所管事務調査）
・第２９回議会広報編集特別委員会
・総務常任委員会（所管事務調査）
・産業建設常任委員会
　（所管事務調査）
・議会全員協議会
・第１７回議会活性化委員会
・第２２回議会運営委員会
・第４回定例会議案学習会
・第３０回議会広報編集特別委員会
・第２３回議会運営委員会
・第４回定例会開会

5日(火)
6日(水)
7日(木)

11日(月)

12日(火)
14日(木)

15日(金)
20日(水)
22日(金)
25日(月)

26日(火)
29日(金)

沓掛 義範 議員 田嶋 栄一 議員

首藤 正光 議員

穴見 眞児 議員 衞藤 竜哉 議員

川野 優治 議員

吉藤 里美 議員

春野 慶司 議員 原田 健蔵 議員

高野 辰代 議員 佐藤 昭生 議員

川野 辰徳 議員 工藤 秀典 議員

後藤 雅克 議員 嶺 英治 議員

▲水路の転落防止柵（緒方町）

▲歩道整備後の状況

▲千歳小中学校の制服 ▲性別に関係無く選択可能

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?

あの
質問

\追
跡/

その後どうなったん!?
過去の一般質問の中で取り上げた内容について

その後の進捗を紹介します！

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?
・
議
会
日
誌

　
　
　大
分
合
同
新
聞
に
写

真
入
り
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
犬
飼
駅
前
の
老
朽
空

き
家
に
つ
い
て
市
の
対
策

は
。　

　
　
　特
定
空
き
家
に
指

定
し
、
代
執
行
も
視
野
に
入

れ
た
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
進
展
な
し
。

質
問

そ
の
後

空
き
家
の

　適
正
管
理
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　千
歳
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

組
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　旧
千
歳
小
と
旧
千

歳
幼
稚
園
の
跡
地
の
売
却
方

針
を
決
定
。
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を

募
集
す
る
。

質
問

そ
の
後

千
歳
小
学
校
の

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　農
業
用
水
路
の
危
険

な
箇
所
の
対
策
は
。

　
　
　
　緒
方
町
の
市
道
沿

い
水
路
に
、
景
観
に
配
慮
し

た
高
さ
１
・
１
㍍
、
全
長
95

㍍
の
転
落
防
止
柵
を
設
置
す

る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ

た
。

質
問

そ
の
後

農
業
用
水
路
の

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
安
全
安
心
な
道

路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　市
内
に
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
施
し
た
。
ま
た
特
に
、
交

通
量
の
多
い
場
所
の
路
上
に

目
視
で
き
る
ゾ
ー
ン
30
等
の

標
識
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

生
活
道
路
の

　安
全
性
を
め
ざ
し
て

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　清
川
町
の
轟
橋
、
大

型
車
両
通
行
に
よ
り
安
全
性

に
疑
問
の
声
が
あ
る
。
市
の

考
え
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　大
型
車
両
の
通
行

に
つ
い
て
、
路
面
標
示
、
看

板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
４
ト

ン
を
超
え
る
車
両
の
通
行
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

石
橋
の
安
全
性
は

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　都
市
計
画
道
路
と

な
っ
て
い
る
国
道
３
２
６

号
、
ロ
ー
ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら

谷
川
原
郵
便
局
間
の
整
備
・

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　用
地
買
収
完
了
し

た
箇
所
を
随
時
発
注
し
整
備

を
行
う
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
。
引
き
続
き
歩
道
設
置
工

事
を
行
う
と
県
か
ら
伺
っ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

都
市
開
発
に

　
　ど
う
取
り
組
む
か

令
和
３
年
12
月
議
会

　
　
　女
子
生
徒
の
制
服
に

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た

り
、
性
別
の
し
ば
り
を
な
く

し
た
り
す
る
形
で
、
制
服
に

選
択
肢
を
設
け
る
学
校
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
中
学
校

で
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
大

野
中
学
校
等
を
皮
切
り
に
、

各
校
に
お
い
て
見
直
さ
れ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

中
学
校
の
制
服
の

　
　
　
　
　見
直
し
は

令
和
３
年
３
月
議
会

　
　
　選
定
等
委
員
会
の
公

平
性
、
透
明
性
確
保
の
た
め

の
改
善
策
は
。

　
　
　
　近
年
開
催
さ
れ
た

委
員
会
の
構
成
は
、
市
職
員

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
委
託
す
る
業
務
内
容
に

よ
っ
て
は
、
識
見
を
有
し
た

外
部
委
員
等
に
も
審
査
を
お

願
い
す
る
。

質
問

そ
の
後

指
定
管
理
者
制
度
の

　透
明
性
を
担
保
せ
よ

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　残
骨
灰
に
１
件
あ
た

り
１
万
２
千
円
分
の
貴
金
属

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
競

争
入
札
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　豊
後
大
野
市
に
続

き
臼
杵
市
野
津
町
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
も
出
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
市

に
と
っ
て
最
善
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問

そ
の
後

市
火
葬
場
の
残
骨
灰
を

　
　一
般
競
争
入
札
に

令
和
４
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
医
療
費
の
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
国
民

健
康
保
険
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
50
万
７
６
１
１
円

で
、
令
和
５
年
度
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は
、
53
万
５
１

０
６
円
と
増
加
し
て
い
る
。

県
内
で
３
番
目
に
高
い
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

質
問

そ
の
後

市
民
の

　健
康
管
理
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
議
会

　
　
　も
っ
と
使
い
や
す
い

補
助
事
業
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
４
月
か

ら
、対
象
事
業
費
を
50
万
円

以
上
か
ら
20
万
円
以
上
に
、補

助
率
を
事
業
費
の
１
０
０
分

の
20
か
ら
１
０
０
分
の
50
に

改
正
。７
年
度
予
算
は
、前
年

度
自
治
会
に
要
望
を
聞
い
て

予
算
要
求
の
準
備
を
す
る
。

質
問

そ
の
後

自
治
公
民
館

　整
備
事
業
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
議
会

　
　
　市
道
の
維
持
管
理
補

助
金
は
メ
ー
ト
ル
当
た
り
６

円
で
あ
る
が
、
見
直
し
の
予

定
は
。

　
　
　
　現
在
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

10
円
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い

る
。

質
問

そ
の
後

市
道
の
維
持
管
理

　
　補
助
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　令
和
６
年
度
の
豊
後

大
野
市
図
書
館
の
開
館
日
を

調
べ
た
。
年
末
が
12
月
27
日

か
ら
明
け
１
月
５
日
ま
で
10

日
間
も
の
連
続
し
た
休
み
に

な
っ
て
い
る
が
ど
う
な
の

か
。　

　
　
　令
和
６
年
12
月
27

日
と
翌
１
月
５
日
が
開
館
日

と
な
っ
た
。

質
問

そ
の
後

市
の
財
産
を

　
　有
効
的
に
提
供
を

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　農
業
従
事
者
に
は
必

要
な
資
格
。
市
が
直
接
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　補
助
該
当
要
件
等

の
緩
和
を
働
き
か
け
、
大
分

県
中
山
間
地
営
農
強
化
対
策

事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成

支
援
事
業
、
自
動
車
教
習
所

で
取
得
す
る
標
題
の
資
格
助

成
に
取
り
組
み
始
め
た
。

質
問

そ
の
後

大
型
特
殊
・
け
ん
引

　
　運
転
技
能
講
習
は

令
和
５
年
12
月
議
会

　
　
　消
防
団
員
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
年
額
報
酬
や

出
動
手
当
な
ど
の
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　令
和
６
年
４
月
よ

り
団
員
の
報
酬
を
２
万
２
千

円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
、
出
動
報
酬
は
２
５
０
０

円
を
８
千
円
に
増
額
。
団
員

個
人
に
直
接
支
給
へ
。

質
問

そ
の
後

消
防
団
員
の

　
　
　
　処
遇
改
善
は

令
和
３
年
９
月
議
会

議 会 日 誌
10月

・大分県市議会議長会議員研修会
・第２７回議会広報編集特別委員会
・第３回人口減少対策特別委員会
・第２８回議会広報編集特別委員会
・第１６回議会活性化委員会
・市民と議会の意見交換会全議員打

ち合わせ会
・議員研修会

3日(木)
18日(金)

21日(月)
22日(火)
28日(月)

12月
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（議案質疑）
・総務常任委員会（付託議案審査）
・厚生文教常任委員会
　（付託議案審査）
・産業建設常任委員会
　（付託議案審査）
・第４回定例会閉会
・第１８回議会活性化委員会
・第３１回議会広報編集特別委員会
・第３２回議会広報編集特別委員会

4日(水)
5日(木) 
6日(金)

10日(火)  
11日(水)

17日(火)

26日(木)

11月
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・厚生文教常任委員会
　（所管事務調査）
・第２９回議会広報編集特別委員会
・総務常任委員会（所管事務調査）
・産業建設常任委員会
　（所管事務調査）
・議会全員協議会
・第１７回議会活性化委員会
・第２２回議会運営委員会
・第４回定例会議案学習会
・第３０回議会広報編集特別委員会
・第２３回議会運営委員会
・第４回定例会開会

5日(火)
6日(水)
7日(木)

11日(月)

12日(火)
14日(木)

15日(金)
20日(水)
22日(金)
25日(月)

26日(火)
29日(金)

沓掛 義範 議員 田嶋 栄一 議員

首藤 正光 議員

穴見 眞児 議員 衞藤 竜哉 議員

川野 優治 議員

吉藤 里美 議員

春野 慶司 議員 原田 健蔵 議員

高野 辰代 議員 佐藤 昭生 議員

川野 辰徳 議員 工藤 秀典 議員

後藤 雅克 議員 嶺 英治 議員

▲水路の転落防止柵（緒方町）

▲歩道整備後の状況

▲千歳小中学校の制服 ▲性別に関係無く選択可能

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?

あの
質問

\追
跡/

その後どうなったん!?
過去の一般質問の中で取り上げた内容について

その後の進捗を紹介します！

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?
・
議
会
日
誌
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　大
分
合
同
新
聞
に
写

真
入
り
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
犬
飼
駅
前
の
老
朽
空

き
家
に
つ
い
て
市
の
対
策

は
。　

　
　
　特
定
空
き
家
に
指

定
し
、
代
執
行
も
視
野
に
入

れ
た
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
進
展
な
し
。

質
問

そ
の
後

空
き
家
の

　適
正
管
理
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　千
歳
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

組
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　旧
千
歳
小
と
旧
千

歳
幼
稚
園
の
跡
地
の
売
却
方

針
を
決
定
。
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を

募
集
す
る
。

質
問

そ
の
後

千
歳
小
学
校
の

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　農
業
用
水
路
の
危
険

な
箇
所
の
対
策
は
。

　
　
　
　緒
方
町
の
市
道
沿

い
水
路
に
、
景
観
に
配
慮
し

た
高
さ
１
・
１
㍍
、
全
長
95

㍍
の
転
落
防
止
柵
を
設
置
す

る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ

た
。

質
問

そ
の
後

農
業
用
水
路
の

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
安
全
安
心
な
道

路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　市
内
に
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
施
し
た
。
ま
た
特
に
、
交

通
量
の
多
い
場
所
の
路
上
に

目
視
で
き
る
ゾ
ー
ン
30
等
の

標
識
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

生
活
道
路
の

　安
全
性
を
め
ざ
し
て

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　清
川
町
の
轟
橋
、
大

型
車
両
通
行
に
よ
り
安
全
性

に
疑
問
の
声
が
あ
る
。
市
の

考
え
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　大
型
車
両
の
通
行

に
つ
い
て
、
路
面
標
示
、
看

板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
４
ト

ン
を
超
え
る
車
両
の
通
行
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

石
橋
の
安
全
性
は

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　都
市
計
画
道
路
と

な
っ
て
い
る
国
道
３
２
６

号
、
ロ
ー
ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら

谷
川
原
郵
便
局
間
の
整
備
・

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　用
地
買
収
完
了
し

た
箇
所
を
随
時
発
注
し
整
備

を
行
う
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
。
引
き
続
き
歩
道
設
置
工

事
を
行
う
と
県
か
ら
伺
っ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

都
市
開
発
に

　
　ど
う
取
り
組
む
か

令
和
３
年
12
月
議
会

　
　
　女
子
生
徒
の
制
服
に

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た

り
、
性
別
の
し
ば
り
を
な
く

し
た
り
す
る
形
で
、
制
服
に

選
択
肢
を
設
け
る
学
校
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
中
学
校

で
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
大

野
中
学
校
等
を
皮
切
り
に
、

各
校
に
お
い
て
見
直
さ
れ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

中
学
校
の
制
服
の

　
　
　
　
　見
直
し
は

令
和
３
年
３
月
議
会

　
　
　選
定
等
委
員
会
の
公

平
性
、
透
明
性
確
保
の
た
め

の
改
善
策
は
。

　
　
　
　近
年
開
催
さ
れ
た

委
員
会
の
構
成
は
、
市
職
員

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
委
託
す
る
業
務
内
容
に

よ
っ
て
は
、
識
見
を
有
し
た

外
部
委
員
等
に
も
審
査
を
お

願
い
す
る
。

質
問

そ
の
後

指
定
管
理
者
制
度
の

　透
明
性
を
担
保
せ
よ

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　残
骨
灰
に
１
件
あ
た

り
１
万
２
千
円
分
の
貴
金
属

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
競

争
入
札
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　豊
後
大
野
市
に
続

き
臼
杵
市
野
津
町
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
も
出
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
市

に
と
っ
て
最
善
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問

そ
の
後

市
火
葬
場
の
残
骨
灰
を

　
　一
般
競
争
入
札
に

令
和
４
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
医
療
費
の
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
国
民

健
康
保
険
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
50
万
７
６
１
１
円

で
、
令
和
５
年
度
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は
、
53
万
５
１

０
６
円
と
増
加
し
て
い
る
。

県
内
で
３
番
目
に
高
い
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

質
問

そ
の
後

市
民
の

　健
康
管
理
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
議
会

　
　
　も
っ
と
使
い
や
す
い

補
助
事
業
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
４
月
か

ら
、対
象
事
業
費
を
50
万
円

以
上
か
ら
20
万
円
以
上
に
、補

助
率
を
事
業
費
の
１
０
０
分

の
20
か
ら
１
０
０
分
の
50
に

改
正
。７
年
度
予
算
は
、前
年

度
自
治
会
に
要
望
を
聞
い
て

予
算
要
求
の
準
備
を
す
る
。

質
問

そ
の
後

自
治
公
民
館

　整
備
事
業
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
議
会

　
　
　市
道
の
維
持
管
理
補

助
金
は
メ
ー
ト
ル
当
た
り
６

円
で
あ
る
が
、
見
直
し
の
予

定
は
。

　
　
　
　現
在
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

10
円
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い

る
。

質
問

そ
の
後

市
道
の
維
持
管
理

　
　補
助
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　令
和
６
年
度
の
豊
後

大
野
市
図
書
館
の
開
館
日
を

調
べ
た
。
年
末
が
12
月
27
日

か
ら
明
け
１
月
５
日
ま
で
10

日
間
も
の
連
続
し
た
休
み
に

な
っ
て
い
る
が
ど
う
な
の

か
。　

　
　
　令
和
６
年
12
月
27

日
と
翌
１
月
５
日
が
開
館
日

と
な
っ
た
。

質
問

そ
の
後

市
の
財
産
を

　
　有
効
的
に
提
供
を

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　農
業
従
事
者
に
は
必

要
な
資
格
。
市
が
直
接
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　補
助
該
当
要
件
等

の
緩
和
を
働
き
か
け
、
大
分

県
中
山
間
地
営
農
強
化
対
策

事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成

支
援
事
業
、
自
動
車
教
習
所

で
取
得
す
る
標
題
の
資
格
助

成
に
取
り
組
み
始
め
た
。

質
問

そ
の
後

大
型
特
殊
・
け
ん
引

　
　運
転
技
能
講
習
は

令
和
５
年
12
月
議
会

　
　
　消
防
団
員
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
年
額
報
酬
や

出
動
手
当
な
ど
の
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　令
和
６
年
４
月
よ

り
団
員
の
報
酬
を
２
万
２
千

円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
、
出
動
報
酬
は
２
５
０
０

円
を
８
千
円
に
増
額
。
団
員

個
人
に
直
接
支
給
へ
。

質
問

そ
の
後

消
防
団
員
の

　
　
　
　処
遇
改
善
は

令
和
３
年
９
月
議
会

議 会 日 誌
10月

・大分県市議会議長会議員研修会
・第２７回議会広報編集特別委員会
・第３回人口減少対策特別委員会
・第２８回議会広報編集特別委員会
・第１６回議会活性化委員会
・市民と議会の意見交換会全議員打

ち合わせ会
・議員研修会

3日(木)
18日(金)

21日(月)
22日(火)
28日(月)

12月
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（議案質疑）
・総務常任委員会（付託議案審査）
・厚生文教常任委員会
　（付託議案審査）
・産業建設常任委員会
　（付託議案審査）
・第４回定例会閉会
・第１８回議会活性化委員会
・第３１回議会広報編集特別委員会
・第３２回議会広報編集特別委員会

4日(水)
5日(木) 
6日(金)

10日(火)  
11日(水)

17日(火)

26日(木)

11月
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・厚生文教常任委員会
　（所管事務調査）
・第２９回議会広報編集特別委員会
・総務常任委員会（所管事務調査）
・産業建設常任委員会
　（所管事務調査）
・議会全員協議会
・第１７回議会活性化委員会
・第２２回議会運営委員会
・第４回定例会議案学習会
・第３０回議会広報編集特別委員会
・第２３回議会運営委員会
・第４回定例会開会

5日(火)
6日(水)
7日(木)

11日(月)

12日(火)
14日(木)

15日(金)
20日(水)
22日(金)
25日(月)

26日(火)
29日(金)

沓掛 義範 議員 田嶋 栄一 議員

首藤 正光 議員

穴見 眞児 議員 衞藤 竜哉 議員

川野 優治 議員

吉藤 里美 議員

春野 慶司 議員 原田 健蔵 議員

高野 辰代 議員 佐藤 昭生 議員

川野 辰徳 議員 工藤 秀典 議員

後藤 雅克 議員 嶺 英治 議員

▲水路の転落防止柵（緒方町）

▲歩道整備後の状況

▲千歳小中学校の制服 ▲性別に関係無く選択可能

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?

あの
質問

\追
跡/

その後どうなったん!?
過去の一般質問の中で取り上げた内容について

その後の進捗を紹介します！

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?
・
議
会
日
誌

　
　
　大
分
合
同
新
聞
に
写

真
入
り
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
犬
飼
駅
前
の
老
朽
空

き
家
に
つ
い
て
市
の
対
策

は
。　

　
　
　特
定
空
き
家
に
指

定
し
、
代
執
行
も
視
野
に
入

れ
た
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
進
展
な
し
。

質
問

そ
の
後

空
き
家
の

　適
正
管
理
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　千
歳
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

組
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　旧
千
歳
小
と
旧
千

歳
幼
稚
園
の
跡
地
の
売
却
方

針
を
決
定
。
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を

募
集
す
る
。

質
問

そ
の
後

千
歳
小
学
校
の

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　農
業
用
水
路
の
危
険

な
箇
所
の
対
策
は
。

　
　
　
　緒
方
町
の
市
道
沿

い
水
路
に
、
景
観
に
配
慮
し

た
高
さ
１
・
１
㍍
、
全
長
95

㍍
の
転
落
防
止
柵
を
設
置
す

る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ

た
。

質
問

そ
の
後

農
業
用
水
路
の

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
安
全
安
心
な
道

路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　市
内
に
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
施
し
た
。
ま
た
特
に
、
交

通
量
の
多
い
場
所
の
路
上
に

目
視
で
き
る
ゾ
ー
ン
30
等
の

標
識
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

生
活
道
路
の

　安
全
性
を
め
ざ
し
て

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　清
川
町
の
轟
橋
、
大

型
車
両
通
行
に
よ
り
安
全
性

に
疑
問
の
声
が
あ
る
。
市
の

考
え
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　大
型
車
両
の
通
行

に
つ
い
て
、
路
面
標
示
、
看

板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
４
ト

ン
を
超
え
る
車
両
の
通
行
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。

質
問

そ
の
後

石
橋
の
安
全
性
は

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　都
市
計
画
道
路
と

な
っ
て
い
る
国
道
３
２
６

号
、
ロ
ー
ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら

谷
川
原
郵
便
局
間
の
整
備
・

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　用
地
買
収
完
了
し

た
箇
所
を
随
時
発
注
し
整
備

を
行
う
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
。
引
き
続
き
歩
道
設
置
工

事
を
行
う
と
県
か
ら
伺
っ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

都
市
開
発
に

　
　ど
う
取
り
組
む
か

令
和
３
年
12
月
議
会

　
　
　女
子
生
徒
の
制
服
に

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た

り
、
性
別
の
し
ば
り
を
な
く

し
た
り
す
る
形
で
、
制
服
に

選
択
肢
を
設
け
る
学
校
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
中
学
校

で
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
大

野
中
学
校
等
を
皮
切
り
に
、

各
校
に
お
い
て
見
直
さ
れ
て

い
る
。

質
問

そ
の
後

中
学
校
の
制
服
の

　
　
　
　
　見
直
し
は

令
和
３
年
３
月
議
会

　
　
　選
定
等
委
員
会
の
公

平
性
、
透
明
性
確
保
の
た
め

の
改
善
策
は
。

　
　
　
　近
年
開
催
さ
れ
た

委
員
会
の
構
成
は
、
市
職
員

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
委
託
す
る
業
務
内
容
に

よ
っ
て
は
、
識
見
を
有
し
た

外
部
委
員
等
に
も
審
査
を
お

願
い
す
る
。

質
問

そ
の
後

指
定
管
理
者
制
度
の

　透
明
性
を
担
保
せ
よ

令
和
４
年
６
月
議
会

　
　
　残
骨
灰
に
１
件
あ
た

り
１
万
２
千
円
分
の
貴
金
属

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
競

争
入
札
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　豊
後
大
野
市
に
続

き
臼
杵
市
野
津
町
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
も
出
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
市

に
と
っ
て
最
善
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問

そ
の
後

市
火
葬
場
の
残
骨
灰
を

　
　一
般
競
争
入
札
に

令
和
４
年
９
月
議
会

　
　
　市
民
の
医
療
費
の
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
国
民

健
康
保
険
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
50
万
７
６
１
１
円

で
、
令
和
５
年
度
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は
、
53
万
５
１

０
６
円
と
増
加
し
て
い
る
。

県
内
で
３
番
目
に
高
い
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

質
問

そ
の
後

市
民
の

　健
康
管
理
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
議
会

　
　
　も
っ
と
使
い
や
す
い

補
助
事
業
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
４
月
か

ら
、対
象
事
業
費
を
50
万
円

以
上
か
ら
20
万
円
以
上
に
、補

助
率
を
事
業
費
の
１
０
０
分

の
20
か
ら
１
０
０
分
の
50
に

改
正
。７
年
度
予
算
は
、前
年

度
自
治
会
に
要
望
を
聞
い
て

予
算
要
求
の
準
備
を
す
る
。

質
問

そ
の
後

自
治
公
民
館

　整
備
事
業
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
議
会

　
　
　市
道
の
維
持
管
理
補

助
金
は
メ
ー
ト
ル
当
た
り
６

円
で
あ
る
が
、
見
直
し
の
予

定
は
。

　
　
　
　現
在
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

10
円
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い

る
。

質
問

そ
の
後

市
道
の
維
持
管
理

　
　補
助
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
議
会

　
　
　令
和
６
年
度
の
豊
後

大
野
市
図
書
館
の
開
館
日
を

調
べ
た
。
年
末
が
12
月
27
日

か
ら
明
け
１
月
５
日
ま
で
10

日
間
も
の
連
続
し
た
休
み
に

な
っ
て
い
る
が
ど
う
な
の

か
。　

　
　
　令
和
６
年
12
月
27

日
と
翌
１
月
５
日
が
開
館
日

と
な
っ
た
。

質
問

そ
の
後

市
の
財
産
を

　
　有
効
的
に
提
供
を

令
和
６
年
６
月
議
会

　
　
　農
業
従
事
者
に
は
必

要
な
資
格
。
市
が
直
接
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　補
助
該
当
要
件
等

の
緩
和
を
働
き
か
け
、
大
分

県
中
山
間
地
営
農
強
化
対
策

事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成

支
援
事
業
、
自
動
車
教
習
所

で
取
得
す
る
標
題
の
資
格
助

成
に
取
り
組
み
始
め
た
。

質
問

そ
の
後

大
型
特
殊
・
け
ん
引

　
　運
転
技
能
講
習
は

令
和
５
年
12
月
議
会

　
　
　消
防
団
員
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
年
額
報
酬
や

出
動
手
当
な
ど
の
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　令
和
６
年
４
月
よ

り
団
員
の
報
酬
を
２
万
２
千

円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
、
出
動
報
酬
は
２
５
０
０

円
を
８
千
円
に
増
額
。
団
員

個
人
に
直
接
支
給
へ
。

質
問

そ
の
後

消
防
団
員
の

　
　
　
　処
遇
改
善
は

令
和
３
年
９
月
議
会

議 会 日 誌
10月

・大分県市議会議長会議員研修会
・第２７回議会広報編集特別委員会
・第３回人口減少対策特別委員会
・第２８回議会広報編集特別委員会
・第１６回議会活性化委員会
・市民と議会の意見交換会全議員打

ち合わせ会
・議員研修会

3日(木)
18日(金)

21日(月)
22日(火)
28日(月)

12月
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（一般質問）
・本会議（議案質疑）
・総務常任委員会（付託議案審査）
・厚生文教常任委員会
　（付託議案審査）
・産業建設常任委員会
　（付託議案審査）
・第４回定例会閉会
・第１８回議会活性化委員会
・第３１回議会広報編集特別委員会
・第３２回議会広報編集特別委員会

4日(水)
5日(木) 
6日(金)

10日(火)  
11日(水)

17日(火)

26日(木)

11月
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・２０２４市民と議会の意見交換会
・厚生文教常任委員会
　（所管事務調査）
・第２９回議会広報編集特別委員会
・総務常任委員会（所管事務調査）
・産業建設常任委員会
　（所管事務調査）
・議会全員協議会
・第１７回議会活性化委員会
・第２２回議会運営委員会
・第４回定例会議案学習会
・第３０回議会広報編集特別委員会
・第２３回議会運営委員会
・第４回定例会開会

5日(火)
6日(水)
7日(木)

11日(月)

12日(火)
14日(木)

15日(金)
20日(水)
22日(金)
25日(月)

26日(火)
29日(金)

沓掛 義範 議員 田嶋 栄一 議員

首藤 正光 議員

穴見 眞児 議員 衞藤 竜哉 議員

川野 優治 議員

吉藤 里美 議員

春野 慶司 議員 原田 健蔵 議員

高野 辰代 議員 佐藤 昭生 議員

川野 辰徳 議員 工藤 秀典 議員

後藤 雅克 議員 嶺 英治 議員

▲水路の転落防止柵（緒方町）

▲歩道整備後の状況

▲千歳小中学校の制服 ▲性別に関係無く選択可能

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?

あの
質問

\追
跡/

その後どうなったん!?
過去の一般質問の中で取り上げた内容について

その後の進捗を紹介します！

　あ
の
質
問 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
!?
・
議
会
日
誌
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　菅尾小学校児童会の企画として、全校のみんなで空き缶ペットボトル回収をし
ています。地球温暖化が進む中、自分たちにできることはないかと考え、２年前
から継続して行っています。また、回収を行いながらあいさつ運動にも取り組ん
でおり、「あいさつと笑顔の花咲く菅尾っ子」をめざして頑張っています。
　菅尾小学校のまわりには市を代表するジオサイトが豊富にあり、全校でジオ学
習にも取り組んでいます。今年の６年生は菅尾磨崖仏の麓にある水霊石の伝承を

詳しく学びました。この伝承をもっとたくさん
の人たちに知ってもらいたいと思い「水霊石の
うた」を作りました。この学習を通して水霊石
のことを地域の方々など多くの人に伝えていき
たいと思っています。そして、菅尾の宝である
ジオサイトについて学び、大切にしていきたい
と思います。ぜひ、皆さんも菅尾に遊びに来て
みませんか。

児童・生徒の思いを紹介

菅尾のステキな魅力

　朝地小中学校は、前期中期後期に分け
ていろいろな活動をしています。私たち
９年生は８年生と一緒に後期グループと
して、今年は登下校の道路に看板を作成
して設置しました。長年「取り付け道
路」と呼ばれていたのですが、昨年全校
児童生徒に募集して「朝地ロード」と親
しみやすい名前をつけました。
　実際に看板を作っていくと、昼休みに
班全員が揃わずに、少人数での作業が続
きました。しかし、最終的には、みんな
が揃い、一文字ですが、「頑張って良
かった」や「一番うまく書けた」などと納得のいく看板をつくり上
げることができました。
　看板を道路に設置してみて、朝地ロードが一気に明るくなった気
がします。また、朝地ロードを歩く時には看板が目に入って楽しく

なりました。朝地ロードは春には一
面が桜のカーペットになる魅力のあ
る道だと私は思っています。そのた
め、後輩や地域の方々には、これか
らも看板を大切にしてもらい、朝地
ロードが朝地町のシンボルになって
ほしいと思います。

輝け！朝地ロード　
今
年
は
、
豊
後
大
野
市
が
誕
生
し
て
20
周
年

で
す
。
執
行
部
と
と
も
に
、
両
輪
の
立
場
で
、

豊
後
大
野
市
の
未
来
の
た
め
に
討
論
、
提
案
等

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
た
ち
の
任
期
も
あ

と
２
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
各
議
員

が
４
年
間
で
行
っ
た
一
般
質
問
に
つ
い
て
「
あ

の
質
問
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
」
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
声
の
か
け
橋
」

が
、
皆
様
と
市
政
を
つ
な
ぐ
橋
と
な
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
野
）

議会を傍聴してみませんか？

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

小
野
　
順
一

後
藤
　
雅
克

原
田
　
健
蔵

川
野
　
辰
徳

編
集
後
記

次回３月定例会は、
2月21 日に開会予定です。

みず たま いし

菅尾小学校６年

伊藤　稟々花
いとう りりか

朝地小中学校９年

池田　愛
いけだ あい

▲水霊石（菅尾磨崖仏）

▲朝地ロード（朝地町）
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